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A Reading of Paradise Lost 

　　As his lifework, Milton tried to write a great work expressing Christian 
truth with the highest beauty attainable in poetry, which he realized in 
Paradise Lost. Therefore, Paradise Lost represents the whole world as is 
portrayed in the Bible from Genesis to Revelation, that is the world of whole 
time and space. Consequently, the work can only be considered an epic. Unlike 
the Bible, Paradise Lost begins in medias res with a scene of hell, maintaining 
epic decorum, although creation is one of its main themes.
　　Paradise Lost consists of twelve books, of which the first half discusses 
the world before the birth of man, and presents the situation where Adam 
and Eve are to be placed. The first chapter of the paper is entitled “the 
magnetic field of super-natural powers,” in which Good and Evil strive against 
each other over human beings. Satan is the most important hero, whose 
relation with other fallen angels is an analogy of the human society. Abdiel 
should be noticed as an exemplary type of Adam. “Pride” is the cause of 
rebellion both for the fallen angels and human beings, whereas “thunder” is 
the voice of judgment and the weapon of banishment. The war in heaven 
during three days represents all types of battles experienced in human 
history. The invention of the cannon leads to the destruction of the natural 
environment.
　　Two chapters will be published in the following issues. The theme of the 
second chapter is God’s love and justice. In the third chapter, human relations 
are discussed.
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緒
言

一
、
超
越
界
の
磁
場

二
、
贖
罪
・
創
造
・
審
判

三
、
孤
独
と
愛
と
社
会

緒
　
言

　
ミ
ル
ト
ン
は
彼
の
使
命
を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
詩
が
達
し
得
る
最
高
の
美
し
さ
で
一
篇
の
大
作
に
表
現
す
る
」
こ
と
と
考
え
て
い

た
。
こ
れ
は
吉
田
健
一
『
英
国
の
文
学
』（
一
九
六
三
、
132
ペ
ー
ジ
）
の
な
か
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
研
究
者
が
言
っ
た
の
な
ら

驚
き
は
し
な
い
が
、
吉
田
健
一
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
批
評
家
の
言
で
あ
る
こ
と
に
、
私
は
か
ね
て
か
ら
強
い
印
象
を
受
け
て
い
た
。

　
こ
こ
に
は
二
つ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
」
と
「
詩
の
美
し
さ
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
断
片
に
と

ど
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、
大
作
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
『
復
楽
園
』
や
『
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
語
る

と
は
い
え
聖
書
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
く
だ
け
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、
十
分
な
資
格
は
な
い
。「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
」
と
い
う
か
ら

に
は
、
天
地
の
創
造
（
創
世
記
）
か
ら
最
後
の
審
判
を
へ
て
新
し
い
天
地
の
到
来
（
黙
示
録
）
に
至
る
ま
で
の
、
す
べ
て
の
空
間
と
時
間
と
、

そ
こ
に
お
け
る
す
べ
て
の
活
動
を
網
羅
包
括
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
作
品
は
旧
新
約
聖
書
全
巻
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
し
た
も
の
が
『
失
楽
園
』
で
あ
っ
た
。
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平
井
正
穂
教
授
の
晩
年
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
、「
人
生
問
題
は
基
本
的
に
は
、
自
然
と
愛
と
時
間

と
い
う
三
つ
の
課
題
に
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
い
つ
の
ま
に
か
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
‥
‥
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
と
く
に
そ
の
詩

も
、
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
を‘key-them

e ’

と
し
て
い
る
、
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
生
ま
れ
、
愛
し
、
そ
し

て
死
ん
で
ゆ
く
。
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
空
間
と
時
間
の
な
か
に
存
在
し
、
人
間
関
係
を
営
み
、
そ
し
て
や
が
て
地
上
か
ら
姿
を
消
し
て
ゆ

く
。
私
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
主
題
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
そ
こ
に
、
そ
れ
ら
の
主
題
の
基
底
に
、
な
ん
ら
か
の
形
で
宗
教
的

な
、
信
仰
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
て
き
た
」（『
イ
ギ
リ
ス
文
学
論
集
』、
22
ペ
ー
ジ
）。

　
生
涯
を
英
文
学
の
研
究
に
捧
げ
た
学
究
の
、
こ
の
よ
う
に
根
本
的
な
問
い
に
、
応
え
う
る
作
品
は
『
失
楽
園
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
三
つ
の
主
題
を
『
失
楽
園
』
の
な
か
に
探
っ
て
、
次
の
四
つ
の
論
文
が
書
か
れ
た
。

『
失
楽
園
』
に
お
け
る
黙
示
録
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

『
失
楽
園
』
に
お
け
る
愛
の
問
題

『
失
楽
園
』
に
お
け
る
自
然
の
問
題

『
失
楽
園
』
に
お
け
る
時
間
の
問
題

　「
自
然
」
で
は
、
自
然
（nature

）
の
原
義
が
誕
生
（birth

）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
混ケ
イ
オ
ス沌

か
ら
宇コ
ス
モ
ス宙

の
創
造
さ
れ
る
こ

と
が
論
じ
ら
れ
、「
愛
」
で
は
神
の
愛

ア
ガ
ペ
ー

と
人
間
の
愛エ
ロ
ス

が
、「
時
間
」
で
は
死
が
、
そ
し
て
「
黙
示
録
」
で
は
世
界
の
終
焉
と
個
人
の
死
が

dissolution

と
い
う
同
じ
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
が
探
究
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
失
楽
園
』
と
い
う
作
品
に
は
、
創
世
記
か
ら

黙
示
録
に
い
た
る
キ
リ
ス
ト
教
全
体
の
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
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そ
し
て
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
『
失
楽
園
』
の
開
巻
劈
頭
二
十
六
行
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
（
詩
神
へ
の
祈
り
）
の
な
か
に
示
さ
れ

て
い
る
。
と
く
に
初
版
（
一
六
六
七
）
に
は
現
行
版
の
よ
う
に
「
梗
概
（The A

rgum
ent

）」
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
各
巻
冒
頭
に
「
梗

概
」
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
再
版
（
一
六
七
四
）
以
降
で
あ
る
。
だ
か
ら
第
一
巻
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
は
全
十
二
巻
のT

he A
rgu-

m
ent

で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
濃
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
十
六
行
に
は
特
別
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
原
罪
と
贖
罪
（『
失
楽
園
』
第
一
巻
一
─
五
行
、
以
下
一
1
─
5
と
略
記
）
と
い
う
旧
新
約
聖
書
の
最
も
重
要
な
カ
イ
ロ
ス
的
時
間
が
、
天
地

創
造
以
来
の
全
ク
ロ
ノ
ス
的
時
間
（
一
9
─
26
）
の
な
か
に
抱
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
扱
う
空
間
も
旧
約
（
一
7
）
か
ら
新
約
（
一
10
─
12
）

へ
、
さ
ら
に
異
教
の
地
（
一
15
）
へ
と
拡
が
る
。「
シ
ロ
ア
の
流
れ
」（
一
11
）
は
イ
エ
ス
（
シ
ロ
ア
ム
、
す
な
わ
ち
「
遣
わ
さ
れ
た
者
」）
が
生

ま
れ
つ
き
の
盲
人
を
医
さ
れ
た
奇
蹟
（
ヨ
ハ
ネ
九
1
─
12
）
に
因
み
、「
わ
が
内
な
る
暗
き
を
照
ら
し
た
ま
え
」（
一
22
─
23
）
と
い
う
祈
り

に
響
き
合
う
。
同
時
に
、「
イ
オ
ニ
ア
の
山
よ
り
高
き
」（
一
15
）
飛
翔
へ
の
願
い
は
「
低
き
を
高
め
、
支
え
た
ま
え
」（
一
23
）
と
い
う
祈

り
と
な
り
、
古
典
詩
人
に
圧
倒
的
な
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
も
、
な
お
彼
ら
を
凌
駕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
感
を
あ
ら
わ
す
。
古
典
の

「
詩
神
」（
一
6
）
に
「
天
の
」
と
い
う
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
詩
人
は
、
神
殿
よ
り
も
精
神
を
、
肉
体
よ
り
も
霊

魂
を
追
い
求
め
る
ま
ゝ
、
よ
り
端
的
に
「
お
ゝ
、
霊
よ
」（
一
17
）
と
呼
び
か
け
る
。

　
こ
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
後
三
回
、
第
三
巻
・
第
七
巻
・
第
九
巻
の
冒
頭
に
繰
返
さ
れ
る
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
と
は
異

な
り
、『
失
楽
園
』
全
十
二
巻
に
対
す
る
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
主
題
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
各
行
が
や
が
て

各
巻
で
敷
衍
・
展
開
さ
れ
る
主
題
を
先
取
り
し
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
も‘O

f M
an. . . .to m

en
’

と
い
う
二
六
行
の
な
か
に
全
時
間
と

全
空
間
が
包
摂
さ
れ
、
同
じM

an

で
あ
り
な
が
ら
第
一
行
初
め
のM

an

は
最
初
の
「
人
間
」
ア
ダ
ム
で
あ
り
、
第
四
行
末
のM

an

は
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第
二
の
ア
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
「
神
」
で
あ
る
。
同
じ
く
第
一
二
行
と
第
二
六
行
にG

od

と
い
う
語
が
繰
返
さ
れ

る
が
前
者
は
ま
だ
神
殿
に
住
む
「
民
族
の
神
」
の
性
格
を
免
れ
な
い
が
、
後
者
は
普
遍
的
な
「
万
民
の
神
」
で
あ
る
。M

an

とG
od

に

み
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
意
味
内
容
の
上
昇
は
、
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
す
な
わ
ち
「
祈
り
」
の
対
象
がM

use

（
一
6
）
か
らSpirit

（
一
17
）
へ
移
行
す
る
の
と
平
行
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
二
六
行
を
読
み
進
む
間
に
も
、
上
方
に
向
か
っ
て
無
限
に
拡
が

る
感
じ
が
す
る
。

　
と
く
に
最
後
の
六
行
は
、
聖
霊
の
鳩
が
深
渕
の
上
に
翼
を
拡
げ
る
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
、A

byss, dark, Illum
ine, low

, raise, 

support, highth, great, Eternal

と
一
語
ま
た
一
語
、
語
を
重
ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
て
最
後
の
二
行
に
至
る
。「
永
遠
の
摂
理
」（
一

25
）
のProvidence

は
単
に
突
き
放
し
た
予
見
で
は
な
く
、provide

やprovision

と
い
う
同
一
語
源
の
語
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

神
が
人
間
に
必
要
な
も
の
を
与
え
て
養
い
た
も
う
愛
を
あ
ら
わ
す
。‘A

nd justify the w
ays of G

od to m
en

’

（
一
26
）
は
最
後
に
神

の
行
為
の
正
し
さ
を
、
神
の
義
の
貫
徹
を
証
し
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
、
超
越
界
の
磁
場 

─
─
神
と
悪
魔
と
の
間
で
─
─

叙
事
詩

作
法

で
は
何
故
、『
失
楽
園
』
は
聖
書
と
同
じ
順
序
で
、
す
な
わ
ち
創
世
記
か
ら
始
ま
っ
て
黙
示
録
に
至
る
順
序
で
描
か
れ
な
い
の

か
。
叙
事
詩
は
叙
事
詩
の
作
法
に
し
た
が
っ
て
、「
事
件
の
中
程
か
ら
」（in m

edias res

）
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ
、
と
い
う
。

　『
失
楽
園
』
第
一
巻
に
描
か
れ
る
地
獄
が
「
事
件
の
中
程
」
で
あ
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
実
は
『
失
楽
園
』
の
時
間
は
、
天
地
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の
創
造
以
前
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。『
失
楽
園
』
の
筋
を
時
系
列
（chronological order

）
に
並
べ
か
え
た
解
説
に
、
繁
野
天
来
が
翻

訳
の
冒
頭
に
付
し
た
「
失
楽
園
物
語
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
あ
る
。

（
一
）　
大
謀
叛

　
太た

い

古こ

、
日
月
が
ま
だ
形
を
成
さ
な
か
つ
た
頃
に
、
造
化
の
大お
ほ

神か
み

俄
か
に
思お
ぼ

し
立
た
れ
た
一
大
事
が
あ
つ
て
、
八や
ほ
よ
ろ
づ

百
万
の
天
使
達
を
ば

天あ
ま
つ
た
か
み
く
ら

津
高
御
座
の
御
前
に
呼
び
集
め
ら
れ
た
。
召
に
応
じ
て
、
或
は
百
、
或
は
千
、
或
は
万
、
隊
を
組
み
、
列
を
整
へ
、
色
さ
ま
〴
〵
の

旗
押
し
立
て
ゝ
、
天
馬
の
嘶

い
な
ゝ
きい

さ
ま
し
く
、
雲
の
ご
と
く
、
星
の
ご
と
く
に
群
つ
て
来
た
。
や
が
て
、
仰
ぐ
目ま

ば
ゆ
い
光
明
の
裡う
ち

か
ら

尊
い
御
声
が
聞
え
る
と
、
一
同
威
儀
を
正
し
て
拝
聴
し
た
。
大お

ほ
み
こ
と

御
言
は
か
う
で
あ
つ
た
、

　「
朕わ

れ

、
此
度
、
一
子
を
設
け
て
、
諸
神
の
首
位
に
置
き
、
天
国
の
政
ま
つ
り
ご
とを

摂た
す

け
し
め
る
。
そ
の
命
に
背
く
者
は
、
朕わ

が
命
に
背
く
者
と

同
じ
く
、
天
罰
立
ち
ど
こ
ろ
に
下
つ
て
、
暗
黒
な
底
知
ら
ぬ
奈
落
に
墜お

ち
る
で
あ
ら
う
。」

　
一
同
天
意
を
か
し
こ
み
、
今
日
の
佳よ

い
日
を
祝
ふ
為
に
、
妙た
へ

な
る
楽
の
調し
ら
べに

連
れ
て
、
羽
衣
軽
く
舞
ひ
、
歌
ひ
、
仙せ
ん

桃た
う

に
飽
き
、
霊

酒
に
酔
つ
て
、
歓
声
笑
語
は
天
空
を
撼ゆ

る

が
し
た
。

　
こ
れ
は
『
失
楽
園
』
第
五
巻
577
行
か
ら
615
行
に
か
け
て
、
天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
が
ア
ダ
ム
に
語
る
、
先
在
の
キ
リ
ス
ト
「
高
挙
（the Ex-

altation

）」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
神
の
布
告
に
対
す
る
セ
イ
タ
ン
の
反
発
、
反
逆
分
子
の
糾
合
。
繁
野
の
「
失
楽
園
物
語
」
は
、
こ
の

あ
と
以
下
の
項
目
を
立
て
て
進
む
、（
二
）
激
戦
、（
三
）
奈
落
、（
四
）
衆
魔
会
、（
五
）
遠
征
、（
六
）
安
楽
園
、（
七
）
怪
夢
、（
八
）

毒
蛇
、（
九
）
堕
落
、（
十
）
神
裁
、（
十
一
）
失
楽
園
。
先
の
神
の
布
告
が
一
切
の
発
端
で
あ
っ
た
。

　『
失
楽
園
』
第
一
巻
は
「（
三
）
奈
落
」
の
段
階
に
当
り
、
い
か
に
も
事
件
の
中
程
で
あ
る
。
繁
野
の
文
章
は
引
用
が
示
す
と
お
り
、
ま
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こ
と
に
達
者
な
講
談
調
で
あ
る
。
講
談
は
江
戸
時
代
に
は
講
釈
と
よ
ば
れ
、
太
平
記
読
み
に
始
ま
る
、
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
文
体
の
せ

い
か
、
繁
野
の
解
説
も
、「（
二
）
激
戦
」
に
お
け
る
天
魔
両
軍
合
戦
の
箇
所
な
ど
に
お
い
て
、
最
も
精
彩
を
放
つ
。
こ
こ
は
『
失
楽
園
』

本
文
で
は
第
六
巻
に
あ
り
、
現
代
の
読
者
に
は
い
さ
さ
か
冗
長
に
思
わ
れ
る
箇
所
な
の
に
、
そ
れ
を
こ
れ
ほ
ど
生
き
生
き
と
描
き
出
す
繁

野
の
力
量
に
は
感
服
す
る
。
が
、
そ
の
反
面
、
第
三
巻
に
お
け
る
神
と
キ
リ
ス
ト
と
の
対
話
や
、
第
七
巻
に
お
け
る
天
地
の
創
造
や
、
第

十
一
・
十
二
巻
の
人
類
救
済
の
歴
史
に
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
と
い
う
に
近
い
。
こ
れ
は
繁
野
の
文
体
の
せ
い
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
『
失
楽
園
』
本
文
に
お
い
て
、
こ
の
詩
の
中
心
主
題
と
し
て
巻
頭
に
宣
言
さ
れ
た
人
間
の
反
逆
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
死
と

苦
し
み
の
現
実
は
、
十
分
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
作
品
の
な
か
で
人
間
が
生
き
た
の
は
、
堕
落
以
前
の
エ
デ
ン
で
の
、
ア
ダ
ム

と
イ
ー
ヴ
ふ
た
り
き
り
の
、
ま
だ
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
の
、
僅
か
な
新
婚
生
活
の
間
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
聞
か
さ
れ
た

過
去
の
経い

き
さ
つ緯

か
、
未
来
の
予
測
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
一
〇
五
六
五
行
に
わ
た
る
超
大
作
の
主
人
公
が
ア
ダ
ム
だ
と

い
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

劇A
dam

 U
nparadised

「
人
間
と
は
何
か
」（『
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』
667
）
と
、
最
も
普
遍
的
な
問
題
を
最
も
根
元
的
に
問
う
こ
と
に
決
し

た
ミ
ル
ト
ン
が
、
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
に
題
材
を
と
る
の
を
や
め
て
、
ア
ダ
ム
を
描
く
こ
と
に
行
き
つ
か
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
ケ
イ
ン
ブ
リ
ヂ
覚
書
』
が
示
す
と
こ
ろ
だ
。A

dam
 U

nparadised

が
そ
の
表
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
ダ

ム
を
主
人
公
と
し
て
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
は
先
例
が
あ
っ
た
。
フ
ー
ゴ
ー
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（H

ugo G
rotius, 1583

─1645

）
のA

da-

m
us E

xul

（『
楽
園
を
追
わ
れ
た
ア
ダ
ム
』
一
六
〇
一
）
で
あ
る
（
越
智
文
雄
博
士
の
翻
訳
が
あ
り
、
以
下
そ
れ
に
拠
る
）。
五
幕
か
ら
成
り
、
二

〇
四
二
行
に
わ
た
る
。『
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』
の
一
七
五
八
行
を
超
え
る
長
さ
の
劇
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ア
ダ
ム
を
主
人
公
に
す
る
劇
に
は
お
の
ず
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
制
約
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
堕
落
以
前
の
イ
ー
ヴ
や
ア
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ダ
ム
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
肝
心
な
箇
所
は
堕
落
後
の
「
着
衣
の
イ
ー
ヴ
」
の
回
想
と
し
て
し
か
上
演
で
き
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
登
場
人
物
が
人
間
と
し
て
は
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
ふ
た
り
だ
け
と
い
う
人
間
関
係
の
稀
薄
な
劇
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

い
ず
れ
の
面
か
ら
も
上
演
不
能
、
読
む
だ
け
のLesedram

a

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
幕
の
登
場
人
物
は
、

サ
タ
ン
、
コ
ー
ラ
ス
、
第
二
幕
は
ア
ダ
ム
と
天
使
と
エ
バ
と
コ
ー
ラ
ス
、
第
三
幕
は
サ
タ
ン
と
ア
ダ
ム
と
コ
ー
ラ
ス
、
第
四
幕
は
エ
バ
、

サ
タ
ン
、
ア
ダ
ム
、
コ
ー
ラ
ス
、
第
五
幕
は
サ
タ
ン
、
ア
ダ
ム
、
エ
バ
、
神
の
声
で
あ
る
。
第
一
幕
は
、
サ
タ
ン
が
地
獄
か
ら
逃
れ
、
エ

デ
ン
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
以
降
の
展
開
は
、
ほ
ゞ
『
失
楽
園
』
と
同
じ
で
あ
る
。
最
初
の
四
幕
は
四
幕
と
も
天
使
の

コ
ー
ラ
ス
で
終
る
が
、
最
後
の
第
五
幕
は
、
エ
バ
と
、
次
い
で
ア
ダ
ム
の
言
葉
で
終
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ダ
ム
を
主
人
公
に
す
れ
ば
、
エ

バ
以
外
の
対
話
者
は
超
自
然
的
存
在
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、『
失
楽
園
』
と
の
違
い
に
も
気
付
く
。『
失
楽
園
』
の
末
尾
で
は
、
創
世
記
の
記
事
（
三
24
）
に
則
り
、
彗
星
の
よ
う
に
輝
き

燃
え
る
の
は
神
の
剣
（
十
二
633
）
や
天
使
た
ち
の
武
器
（
十
二
644
）
だ
け
で
あ
る
が
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
楽
園
を
追
わ
れ
た
ア
ダ
ム
』
で

は
、
エ
バ
は
楽
園
の
高
い
木
々
が
「
火
が
な
く
て
燃
え
」、
森
全
体
が
流
星
の
輝
く
空
の
よ
う
に
輝
く
の
を
見
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
森
全
体

が
燃
え
る
の
で
す
。
わ
た
し
の
結
婚
の
床
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
れ
ら
の
炬

〔
た
い
ま
つ
〕

火
が
、
一
段
と
明
る
く
光
を
放
ち
ま
す
。
こ
の
し
る
し
に
よ
っ
て
、

人
間
の
子
孫
は
自
分
の
故
郷
を
認
識
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
」
と
い
う
。
そ
れ
に
応
え
て
ア
ダ
ム
は
、

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
火
熱
を
逃
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
神
聖
な
御
手
の
わ
ざ
で
あ
っ
て
、
わ
れ
ら
に
追
放
の
旅
に
出
よ
と
、
命

じ
て
い
る
の
だ
。
お
お
、
偉
大
な
る
支
配
者
よ
、
お
お
、
天
の
統
治
者
よ
。
も
は
や
、
わ
た
し
は
抵
抗
し
な
い
。
わ
た
し
は
自
発
的
に
、

痺
れ
た
手
足
に
支
え
ら
れ
て
立
ち
去
り
た
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
膝
は
よ
ろ
め
き
、
そ
し
て
歩
く
た
び
に
、
後
方
に
引
き
づ
ら
れ
て
、

わ
た
し
は
運
ば
れ
て
ゆ
く
の
だ
。
哀
れ
に
も
こ
の
わ
た
し
は
、
い
ず
こ
に
向
っ
て
立
ち
去
ろ
う
と
い
う
の
か
。



14

道家弘一郎

　
そ
こ
は
「
以
前
の
幸
運
の
ど
ん
な
し
る
し
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
た
楽
園
と
果
実
を
わ
た
し
の
心
に
呼
び
戻
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
わ
た
し
が
罪
悪
に
お
ぼ
れ
て
い
る
と
き
の
何
一
つ
の
も
の
も
残
っ
て
い
な
い
」
場
所
で
あ
る
。
心
機
一
転
、
出
直
そ
う
と
の
覚
悟
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
う
「
決
し
て
二
度
と
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
‥
‥
祝
福
さ
れ
た
森
、
永
遠
の
春
、
幸
福
な
地
域
」
を
最
後
に
瞼
の

底
に
お
さ
め
て
、
永
遠
に
別
れ
を
つ
げ
る
。

　
わ
た
し
は
た
ち
去
る
。
死
を
も
た
ら
す
罪
科
よ
。
諸
病
の
恐
ろ
し
い
災
害
よ
。
失
神
す
る
無
気
力
よ
。
熱
病
の
恐
る
べ
き
痙
攣
よ
。

労
働
と
痛
苦
よ
。
そ
し
て
さ
し
迫
っ
た
災
禍
の
集
積
よ
、
汝
ら
わ
れ
と
共
に
行
か
ん
。
悲
惨
な
追
放
の
案
内
者
と
し
て
だ
。

　
神
が
与
え
た
罰
、
も
う
懲
り
懲
り
の
罰
を
、
案ガ

イ

ド
内
者
と
し
て
、
現
世
の
新
生
活
を
始
め
よ
う
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
『
失
楽
園
』
の
ア

ダ
ム
が
、Providence

（
前
述
の
よ
う
な
含
蓄
を
も
つ
摂
理
、
十
二
647
）
を
案
内
者
と
し
て
楽
園
を
去
る
の
と
は
根
本
的
に
違
う
。
楽
園
の
焼

失
（
消
失
？
）
と
と
も
に
、
神
話
に
依
存
し
な
い
現
世
的
な
生
活
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
に
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ

（『
自
然
法
』）
の
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
評
を
想
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
な
お
も
深
く
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
浸
り
切
っ
て
い
た
‥
‥
し
か
し
、
神
学
的
論
争
が
も
は
や
、
人
々
を
信
服
さ

せ
る
よ
う
な
法
体
系
を
樹
立
す
る
能
力
を
漸
次
失
い
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
‥
‥
神
学
的
な
前
提
に
依
存
し
な
い
法
理
論
を
築
き

上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
（
76
─
77
）。
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こ
の
劇
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
ま
だ
十
八
歳
と
い
う
若
い
時
の
作
品
な
が
ら
、
後
に
「
近
代
の
自
然
法
理
論
の
創
立
者
」（
73
）
と
称

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
人
物
の
片
鱗
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
間
を
そ
の
類
型
（character

）
で
は
な
く
原
型
（archetype

）
で
追
求
す
れ
ば
、
主
人
公
が
ア
ダ
ム
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は

自
明
の
理
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
人
」
ま
た
は
「
男
」
を
意
味
す
る
。
し
か
し
ア
ダ
ム
を
主
人
公
と

す
る
と
し
て
、
い
っ
た
ん
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
のA

dam
us E

xul

に
あ
や
か
っ
てA

dam
 U

nparadised

と
い
う
劇
を
構
想
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ル
ト
ン
に
と
っ
て
、
な
ぜ
、
そ
れ
が
悲
劇
で
は
な
く
、
叙
事
詩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

叙
事
詩

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
の
最
終
章
（
第
二
十
六
章
）
は
、
叙
事
詩
と
悲
劇
の
優
劣
を
論
じ
た
箇
所
で
あ
る
。

「
叙
事
詩
の
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
物
真
似
の
身
振
り
の
仕
種
を
い
さ
さ
か
も
必
要
と
は
し
な
い
教
養
あ
る
観
客
に
適
し
た
芸
術

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
悲
劇
の
方
は
、
低
俗
な
観
客
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
」（
岩
波
版
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
17
』
111
）

と
い
う
評
価
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
過
剰
な
演
技
で
俗
受
け
を
狙
う
こ
と
は
叙
事
詩
の
吟
誦
の
際
に
も
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
舞
踊

が
芸
術
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
も
の
で
な
い
以
上
、
下
品
な
身
振
り
の
動
き
さ
え
却
け
れ
ば
よ
い
、
ま
た
、
悲
劇
は
上
演
さ
れ
る
の
を
見
な

く
て
も
、
朗
読
す
る
の
を
聞
く
だ
け
で
そ
の
内
容
が
分
か
る
、
つ
ま
りLesedram

a

の
可
能
性
が
あ
る
な
ど
の
点
は
叙
事
詩
と
同
じ
で

あ
る
、
と
反
論
さ
れ
る
。

　
む
し
ろ
悲
劇
は
次
の
四
つ
の
点
で
叙
事
詩
に
ま
さ
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

　
⑴
　
悲
劇
は
叙
事
詩
の
持
っ
て
い
る
長
所
を
す
べ
て
も
っ
て
い
る
。

　
⑵
　
悲
劇
は
、
音
楽
と
舞
台
装
置
、
と
く
に
音
楽
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
魅
力
を
も
つ
。
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⑶
　
悲
劇
は
、
叙
事
詩
よ
り
も
短
い
こ
と
で
純
度
の
高
い
、
よ
り
大
き
な
快
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑷
　
叙
事
詩
の
描
写
は
悲
劇
に
く
ら
べ
て
統
一
性
が
弱
い
。

　
以
上
の
点
か
ら
、「
悲
劇
は
、
叙
事
詩
よ
り
も
そ
の
詩
的
効
果
を
挙
げ
得
る
も
の
と
し
て
、
よ
り
高
級
な
芸
術
形
式
と
い
え
る
」（
研
究

社
版
『
詩
学
』
93
）
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
い
う
。

　
し
か
し
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
な
る
と
、
両
者
の
地
位
は
逆
転
す
る
。
た
と
え
ば
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
の
『
詩
の
弁
護
』（
一
五
七
九
／

八
〇
─
一
五
八
三
／
八
四
制
作
と
推
定
、
出
版
は
死
後
の
一
五
九
五
）
で
は
、「
英
雄
詩
（
す
な
わ
ち
叙
事
詩
）
は
、
一
つ
の
真
理
を
教
え
て
そ
こ

へ
導
く
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
高
至
上
の
真
理
を
教
え
て
そ
こ
へ
導
く
も
の
で
あ
り
、
精
神
の
偉
大
さ
や
正
義
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
恐
怖
の

霞
や
欲
望
の
霧
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
す
か
し
て
照
り
輝
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
‥
‥
そ
れ
は
、
最
善
に
し
て
、
最
も
完
成
さ
れ
た

種
類
の
詩
（the best and m

ost accom
plished kind of Poetry

）
で
あ
る
」
と
な
る
（
研
究
社
版
64
─
65
、The Prose W

orks of Sir 

Philip Sidney III. 25

）。

　
シ
ド
ニ
ー
に
と
っ
て
最
高
の
叙
事
詩
は
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
で
あ
り
、
主
人
公
ア
エ
ネ
ア
ス
は
理
想
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
高
邁
な

姿
は
万
人
の
心
に
等
し
く
優
れ
た
者
に
な
り
た
い
と
い
う
願
望
を
燃
え
た
た
せ
、
か
つ
、
如
何
に
し
た
ら
そ
う
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
の

術
を
教
え
る
、
彼
は
そ
の
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
精
神
に
お
い
て
も
行
動
に
お
い
て
も
卓
越
性
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
。

　
叙
事
詩
の
な
か
に
は
数
篇
の
悲
劇
の
素
材
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
叙
事
詩
に
は
統
一
性
が
な
い
、
と
い
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
批
判

⑷
が
、
そ
の
ま
ま
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
叙
事
詩
の
英
雄
が
あ
ら
ゆ
る
境
遇
に
高
邁
に
対
処
し
た
こ
と
の
例
証
と
さ
れ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
統ユ

ニ
テ
イ一

を
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
、
シ
ド
ニ
ー
は
充
プ
レ
ニ
テ
ユ
ー
ド

溢
を
追
求
し
て
い
る
。
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英
雄
像

の
転
換

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
理
想
的
英
雄
を
描
い
た
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
さ
え
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
起
源
と
発
展
を
う
た
い
、
そ
の
優
れ

た
国
是
を
賛
美
す
る
愛
国
的
国
民
的
叙
事
詩
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ミ
ル
ト
ン
の
目
指
し
た
も
の
は
全
人
類
的
普
遍
的
叙
事

詩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
に
「
劣
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
遥
か
に
英
雄
的
な
主
題
」（
九
13
─
14
）
を
う
た
う

叙
事
詩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
今
ま
で
唯
一
の
英
雄
的
な
主
題
と
み
な
さ
れ
て
き
た
も
の
は
戦
い
で
あ
っ
た
。「
虚
構
の
戦
場
に
お
い
て
空
想
上
の
騎
士
た
ち
が
長
々

と
く
ど
い
ほ
ど
残
虐
な
殺
戮
」（
九
29
─
31
）
を
行
な
う
戦
闘
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
「
忍
耐
と
い
う
さ
ら
に
立
派

な
不
屈
の
勇
気
や
、
英
雄
的
な
殉
教
の
死
な
ど
は
全
く
歌
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」（
九
31
─
33
）。

　
第
一
巻
の
セ
イ
タ
ン
の
台
詞
に
、‘to be w

eak is m
iserable,/D

oing or suffering. . . . ’

「
弱
い
と
い
う
こ
と
は
惨
め
な
こ
と
だ
、

事
を
為
す
に
も
耐
え
て
忍
ぶ
に
も
」（
一
157
─
158
）
と
い
う
行
が
あ
る
。doing

とsuffering

は
人
間
の
様
態
に
お
け
る
能
動
と
受
動
と

い
う
正
反
対
の
側
面
を
あ
ら
わ
す
。suffer
は
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
に
、
こ
の
行
が
引
用
さ
れ
、‘4. T

o be the object 

of an action, be acted upon, be passive. N
ow

 rare. ’

と
あ
る
。『
失
楽
園
』
で
はdoing

の
最
左
翼
に
セ
イ
タ
ン
が
お
り
、

suffering

の
最
右
翼
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
い
る
。
従
来
の
叙
事
詩
に
描
か
れ
た
の
は
行
動
の
英
雄
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
イ
エ

ス
が
殉
教
の
英
雄
と
し
て
描
か
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
行
動
の
英
雄
で
は
な
くthe Suffering Servant

（
苦
難
の
僕
）
こ
そ
真
の
英
雄

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ル
ト
ン
は
英
雄
像
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
を
行
な
っ
た
、
と
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
は
言
う
（John 

M
. Steadm

an, M
ilton and the R

enaissance H
ero, p. vii

）。

　
し
か
し
叙
事
詩
に
不
可
欠
な
必
須
項
目
は
戦
闘
場
面
で
あ
る
。
華
麗
な
合
戦
絵
巻
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　races and gam

es,
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O
r tilting furniture, em

blazoned shields,

Im
presses qaint, caparisons and steeds,

B
ases and tinsel trappings, gorgeous knights

A
t joust and tournam

ent. . . .   

　
　
　
　
　
　
　IX

. 33

─37

race

（
競
争
）
やgam

e
（
競
技
）
は
よ
い
と
し
て
、
以
下
、
諸
家
の
翻
訳
を
引
用
す
れ
ば

tilting furniture

　
試
合
の
武
装
、
馬
上
試
合
の
完
全
装
備

em
blazoned shield

　
華
美
に
描
け
る
楯
、
紋
章
つ
き
の
盾

im
press qaint

　
奇
し
き
紋
章
、
楯
の
精
巧
な
る
意
匠

caparison

　
馬
の
美よ
そ
お
い装

、
馬
鎧

steed

　
軍
馬

base

　
鎧
の
短
袴
、
腰
鎧
、
馬
衣
、
馬
服

tinsel trapping

　
金
銀
箔
の
飾
り
馬
具
、
金
襴
銀
糸
の
馬
飾
り

joust

　（
馬
上
）
槍
試
合

tournam
ent

　
模
擬
戦
、
馬
上
競
技

　
有
職
故
実
の
図
鑑
を
見
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
到
底
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
あ
る
い
は
ま
た
も
う
一
つ
の
叙
事
詩
の
定
石‘m

arshalled feast/Served up in hall w
ith sew

ers and seneshals ’

（IX
 37

─
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38
）「
給
士
頭
や
執
事
に
か
し
ず
か
れ
て
麗
々
し
く
賓
客
の
居
並
ぶ
大
広
間
で
の
宴
会
」
も
、
私
に
は
そ
の
よ
う
な
映
画
の
場
面
を
連
想

す
る
し
か
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
ミ
ル
ト
ン
が
否
定
的
な
意
味
合
い
で
描
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
だ
か
ら
単
に
単
語
の
羅
列
で
し
か
な

い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
い
叙
事
詩
へ
の
連
想
を
喚
起
し
、
そ
の
華
や
か
な
富
を
も
、
彼
が
目
指
す
最
高
の
叙
事
詩
の
、
い
っ
そ
う
広
く

豊
か
な
世
界
の
な
か
に
包
み
こ
も
う
と
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一
巻
に
お
け
る
堕
天
使
の
大
軍
勢
の
描
写
に
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
や
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
に
み
ら
れ
る
大

軍
団
をepic sim

ile

と
し
て
用
い
て
い
る
箇
所
（
一
573
─
587
）
で
あ
る
。

　
　all w

ho since, baptized or infidel,

Jousted in A
spram

ont, or M
ontalban,

D
am

asco, or M
arocco, or T

rebisond,

O
r w

hom
 B

iserta sent from
 A

fric shore

W
hen Charlem

ain w
ith all his peerage fell

B
y Fontarabbia. . . . 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1. 582

─587.

こ
の
地
名
の
羅
列
は
、
か
つ
て
エ
リ
オ
ッ
ト
が‘a solem

n gam
e ’

と
批
判
し
た
箇
所
（
十
一
388
─
396
）
を
連
想
さ
せ
る
（T

.S. Eliot,

‘M
ilton I ’

）。
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ミ
ル
ト
ン
は
ア
ダ
ム
を
原
点
（
零
点
）
と
し
た
座
標
軸
を
設
定
し
、
プ
ラ
ス
の
方
向
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
も
大
き
く
翼
を
拡
げ
て

い
る
。『
失
楽
園
』
も
叙
事
詩
で
あ
る
か
ぎ
り
、
叙
事
詩
作
法
（epic decorum

）
に
し
た
が
っ
て
戦
闘
場
面
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
が
第
六
巻
の
セ
イ
タ
ン
と
イ
エ
ス
の
合
戦
で
あ
る
。
し
か
し
中
心
は
旧
来
型
の
叙
事
詩
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
華
や
か
さ
で
は
な
く
、

む
し
ろ
終
末
論
的
な
い
し
黙
示
録
的
な
様
相
を
お
び
た
戦
い
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
セ
イ
タ
ン
と
そ
の
一
味
は
神
に
謀
反
を
お
こ

し
、
戦
い
を
挑
み
、
敗
れ
、
裁
か
れ
、
地
獄
に
堕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
る
こ
の
世
界
が
創
造
さ
れ
る
以
前
の
出
来
事
、
い

わ
ば
世
界
史
以
前
、
あ
る
い
は
前
世
界
史
と
は
い
え
、
一
つ
の
世
界
が
終
焉
を
み
た
の
で
あ
る
。
宇
宙
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
で
大
規
模
な
宇
宙
戦
争
が
終
っ
た
こ
と
も
興
味
ぶ
か
い
。
こ
の
後
に
来
る
審
判
は
万
物
が
浄
化
の
火
に
よ
っ
て
消
滅

（dissolve

）
し
、
そ
の
灰
燼
の
な
か
か
ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
新
し
い
天
地
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
審
判
で
あ
る
。
す
で
に
救
済
は
約
束
さ

れ
て
お
り
、
万
物
の
復
興
と
宇
宙
の
完
成
が
、
実
に
セ
イ
タ
ン
の
復
帰
さ
え
も
期
待
さ
れ
る
審
判
で
あ
る
。

中
間
史

さ
て
、
溯
っ
て
『
失
楽
園
』
の
時
間
は
、
天
上
に
お
け
る
先
在
の
イ
エ
ス
の
「
高
挙
」
に
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
へ
の

嫉
妬
か
ら
神
命
に
背
い
た
結
果
、
地
獄
に
苦
し
む
セ
イ
タ
ン
た
ち
の
姿
が
第
一
・
二
巻
の
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
そ
の

轍
を
踏
ん
で
二
の
舞
を
演
じ
た
人
間
の
窮
境
を
予
示
し
て
い
る
。
セ
イ
タ
ン
の
反
逆
も
審
判
も
苦
悩
も
、
す
べ
て
は
ア
ダ
ム
の

そ
れ
の
前
哨
戦
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
は
第
二
の
セ
イ
タ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
に
第
一
・
二
巻
に
展
開
さ
れ
る
劇
が
取
り
も
直
さ
ず
人
間
の
劇
、

「
反
抗
的
人
間
」
の
劇
と
し
て
共
感
で
き
る
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
を
保
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
ア
ダ
ム
に
面
白
い
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。

人
間
の
感
覚
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
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分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
霊
的
な
も
の
を
物
的
な
も
の
に

な
ぞ
ら
え
て
話
す
こ
と
に
し
よ
う
─
─
も
っ
と
も
、
こ
の
地
上
は

天
上
の
影
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は

地
上
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
遥
か
に

互
い
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
　
　
　
　
　（
五
571
─
576
）

　
似
て
い
る
ど
こ
ろ
か
天
使
も
人
間
と
同
じ
食
物
を
食
べ
る
（
五
404
─
413
）。
こ
れ
は
ミ
ル
ト
ン
に
特
有
な
物
心
一
元
論
（m

onism

）
に
由

来
す
る
が
、
そ
の
点
は
後
に
触
れ
る
。

　『
失
楽
園
』
の
前
半
は
主
に
超
越
界
の
出
来
事
で
あ
り
、
後
半
が
人
間
界
の
出
来
事
で
あ
る
。
セ
イ
タ
ン
の
追
放
が
欠
員
補
充
の
た
め

に
人
間
の
創
造
と
な
り
、
セ
イ
タ
ン
は
復
讐
の
た
め
に
人
間
の
堕
落
を
目
論
む
。
そ
れ
を
予
見
し
た
イ
エ
ス
は
、
人
間
の
堕
落
以
前
に
、

す
で
に
救
済
を
天
上
で
約
束
す
る
。
人
間
ア
ダ
ム
は
、
神
と
悪
魔
、
善
と
悪
、
二
つ
の
力
に
引
っ
ぱ
ら
れ
る
強
力
な
磁
場
の
真
ん
中
に
置

か
れ
る
。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
磁
力
に
反
応
す
る
要
素
が
人
間
そ
の
も
の
の
な
か
に
存
在
す
る
。
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ア
語
に
よ
れ
ば
、
人
間
と

はpsyche

（
魂
）
とsom

a

（
体
）
の
複
合
体
で
あ
る
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
こ
れ
をnephesh

の
一
語
で
表
わ
し
、
分
解
し
な
い
）。psyche

が

上
に
、som

a

が
下
に
位
置
す
る
。
そ
し
てpsyche

の
上
に
はpneum

a
（
霊
）
が
接
し
、som

a

の
下
にsarx

（
肉
）
が
接
す
る
。
人

間
固
有
の
領
域
はpsyche

×som
a

の
複
合
体
で
あ
る
が
、
超
越
界
の
属
性
で
あ
るpneum

a

とsarx

は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
間
に
支
配
力

を
揮
お
う
と
す
る
。
超
越
界
に
お
け
る
神
と
悪
魔
の
戦
い
は
霊
・
肉
の
戦
い
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
界
に
お
い
て
は
霊
が
魂
に
働
き
か
け
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肉
が
体
に
と
り
つ
い
て
、
霊
魂
と
肉
体
の
葛
藤
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
人
間
は
超
越
界
の
戦
い
を
人
間
内
部
の
戦
い
と
し
て

敏
感
に
意
識
す
る
。
逆
に
、
本
来
、
超
越
界
を
直
接
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
と
し
て
み
れ
ば
、
自
己
の
内
な
る
戦
い
を
通
し
て
の
み
、

超
越
界
の
消
息
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
卑
近
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
手
許
の
小
さ
な
フ
ィ
ル
ム
を
大
き
な
画
面
に
拡
大

し
て
み
る
よ
う
に
、
人
間
界
の
事
柄
を
超
越
界
に
推
し
当
て
て
も
大
き
く
は
誤
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
そ
の
意
味
で
第
一
・
二
巻
に
お
け
る
悪
魔
の
窮
境
は
人
間
の
窮
境
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
共
感
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ
の
物
語

の
な
か
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
読
者
が
セ
イ
タ
ン
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
最
大
の
も
の
は
、
あ
の
強
烈
な
自
我
で
あ

る
。
い
ま
地
獄
の
苦
し
み
が
何
で
あ
れ
、
か
か
る
悲
惨
を
も
た
ら
し
た
原
因
が
何
で
あ
れ
、
そ
れ
に
怯
む
こ
と
の
な
い
不
動
心
（that 

fixed m
ind, I. 97

）
で
あ
り
、
威
信
を
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
激
し
い
怒
り
（high disdain, I. 98

）
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
全
能

者
と
さ
え
互
角
に
渡
り
合
わ
せ
た
の
だ
、
敗
れ
た
り
と
は
い
え
何
す
る
も
の
ぞ
、「
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
─
─
ま
だ
、
不

屈
不
撓
の
意
志
、
復
讐
へ
の
飽
く
な
き
心
、
永
久
に
癒
す
べ
か
ら
ざ
る
憎
悪
の
念
、
降
伏
も
帰
順
も
知
ら
ぬ
勇
気
が
あ
る
の
だ
」（
一
106

─
108
）
と
、
う
そ
ぶ
く
。
こ
れ
は
、
戦
い
に
敗
れ
、
死
に
瀕
し
な
が
ら
、
な
お
勇
気
百
倍
す
と
い
っ
た
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
英
雄
を
連

想
さ
せ
る
（
平
井
正
穂
『
ミ
ル
ト
ン
』
193
）。

　
で
は
、
何
が
セ
イ
タ
ン
を
こ
ん
な
に
奮
い
立
た
せ
て
い
る
の
か
。
自
分
の
価
値
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
（sense of in-

jured m
erit, 1. 98

）
で
あ
る
。
こ
れ
が
セ
イ
タ
ン
の
誇
り
を
傷
つ
け
、
憎
し
み
を
植
え
つ
け
る
（
一
58
）。

‘Pride ’

考

と
こ
ろ
でpride

と
い
う
言
葉
ほ
ど
注
意
を
用
す
る
言
葉
は
な
い
。
ミ
ル
ト
ン
の
、
特
に
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
最
も
重
要

な
言
葉
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｄ
に
よ
れ
ば
第
一
にPride

は
七
つ
の
大
罪
の
第
一
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
罪
で
あ
っ
て
、
傲
慢
を
意
味

す
る
。
過
大
な
自
己
評
価
・
自
負
心
で
、
他
者
へ
の
優
越
感
や
軽
蔑
を
生
み
だ
す
（
四
809
）。
一
方
で
は
、
自
己
の
価
値
や
品
位
を
落
と
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す
よ
う
な
振
舞
い
・
行
な
い
を
抑
制
す
る
自
制
心
・
自
重
心
と
も
な
る
（
一
527
）。
前
者
は
十
世
紀
末
に
、
後
者
は
十
三
世
紀
末
に
、
最

初
の
用
例
が
見
ら
れ
、『
失
楽
園
』
に
は
、
そ
の
両
方
が
あ
る
。

　
日
本
語
で
は
前
者
は
「
驕お

ご

り
」、
後
者
は
「
誇ほ
こ

り
」
に
当
る
。
し
ば
し
ば
少
年
た
ち
は
、「
誇
り
」
を
も
っ
て
行
動
せ
よ
、
と
諭
さ
れ
る
。

だ
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、「
誇ほ

こ
り・

矜
」
は
得
意
に
な
り
自
慢
す
る
こ
と
で
あ
り
、
語
源
は
「
オ
ゴ
ル
」、
す
な

わ
ち
「
オ
ホ
（
大
）
ゴ
ル
」
の
上
を
略
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
語
源
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
良
い

意
味
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
一
方
「
驕お

ご
り・

奢
」
の
語
源
は
「
大
き
が
る
‥
‥
オ
ホ
（
大
）
ゴ
ル
の
意
か
」
を
始
め
と
し
て
、「
オ
ホ
ホ

コ
ル
（
大
誇
）
の
約
」、「
ホ
コ
ル
（
誇
）
の
転
」、「
思
い
揚
る
の
意
か
ら
ア
ガ
ル
（
揚
）
の
転
」、「
オ
ホ
ゴ
ト
ア
ル
（
大
言
有
）」、「
雄
凝

ル
」
の
意
、
と
し
た
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
「
終
わ
り
に
懲
ル
ル
か
ら
か
。
ま
た
、
大
に
ハ
ビ
コ
ル
か
ら
か
」
と
い
う
説
ま
で
く
る
と
、

『
失
楽
園
』
の
全
体
を
一
言
で
要
約
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
可
笑
し
く
な
る
。

　
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
漢
字
に
お
い
て
も
、『
大
字
典
』
に
は
、
驕
は
「
馬
の
高
さ
六
尺
の
も
の
」、
馬
疾
走
し
て
控
制
を
う
け
ず
「
ホ

コ
ル
、
高
ブ
ル
、
オ
ゴ
ル
、
馴
レ
ズ
、
ホ
シ
イ
マ
マ
ニ
ス
」
の
意
と
あ
り
、
誇
は
「
も
と
大
言
を
吐
き
て
人
に
驕
る
義
」
と
あ
り
、「
誇

は
仰
山
に
ホ
コ
リ
い
ふ
こ
と
。
矜
は
我
賢
し
と
自
慢
す
る
こ
と
。
伐
は
自
称
二

其
功
一

也
と
注
す
、
手
柄
自
慢
す
る
こ
と
」
と
三
者
を
区
別

す
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、
矜
恃
の
項
に
、「
自
己
の
行
に
ほ
こ
り
を
も
つ
。
お
ご
つ
て
自
ら
を
た
の
む
。〔
呉
志
、
陸
遜
傳
〕
或
公

室
貴
戚
、
各
自
矜
恃
、
不
二

相
聽
從
一

」
と
あ
る
。
矜
持
も
決
し
て
良
い
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
反
意
語
は
聴
従
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
ま
た
お
の
ず
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
思
い
を
『
失
楽
園
』
第
一
巻
第
一
行
に
つ
れ
も
ど
す
。

　
不
聴
従
と
は
、disobedience

の
訳
語
と
し
て
正
に
言
い
え
て
妙
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。obedience

の
語
源
は
ラ
テ
ン
語

obedire

に
さ
か
の
ぼ
り
、「
耳
を
傾
け
て
聞
く
こ
と
」、
ま
さ
し
く
聴
従
を
意
味
す
る
。
そ
の
典
型
が
御
子
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。「
子
と

し
て
の
聴
従
」（Filial obedience, III. 269

）
と
称
え
ら
れ
、
そ
れ
は
彼
が
「
偉
大
な
る
父
の
意
志
に
従
う
」（he attends the w

ill/O
f 
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his great Father, III. 270

─271

）
こ
と
で
あ
る
。‘attend ’

は
、
先
づ
「
耳
を
傾
け
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
（cf. O

ED
 1. 1.

）
の
だ
か
ら
、

「
聴
従
」
が
一
番
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
先
に
も
引
用
し
た
セ
イ
タ
ン
の
台
詞
、

　
　
　
　
　W

hat though the field be lost?

A
ll is not lost; the unconquerable w

ill,

A
nd study of revenge, im

m
ortal hate,

A
nd courage never subm

it or yield. . . .

　
　
　1. 105

─108.

　
こ
れ
は
『
失
楽
園
』
に
あ
ら
わ
れ
る
最
初
の
台セ
リ
フ詞

で
あ
る
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
ヘ
レ
ン
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
女
史
は
一
九
六

二
（
昭
37
）
年
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
行
な
っ
た
連
続
講
演
（
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
講
演
）
の
な
か
で
、
こ
の
一
節
に
お
い
て
「
詩
的
崇
高
の
極
致

が
達
成
さ
れ
た
。
け
だ
し
、
わ
が
英
国
の
文
学
に
お
い
て
常
に
畏
敬
と
驚
嘆
の
念
を
お
こ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
、
一
つ
の
美
徳
の
最
高

の
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
境
に
あ
っ
て
の
忍
耐
、
も
は
や
何
の
希
望
も
な
い
と
き
の
勇
気
‥
‥
あ
ら
ゆ
る
美
徳
の
な
か
で
最
も
重
要
な

も
の
、
そ
れ
な
し
に
は
他
の
ど
ん
な
美
徳
も
花
開
く
こ
と
の
な
い
根
本
の
美
徳
」
で
あ
る
、
と
称
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
実
例
と
し
て

一
九
四
〇
年
の
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
を
あ
げ
て
い
る
（H

elen G
ardner, A

 R
eading of Paradise Lost, pp. 60

─61

）。

　
だ
が
、
悪
魔
に
た
と
え
ら
れ
て
は
ド
ゴ
ー
ル
が
気
の
毒
で
は
な
い
か
。
ド
ゴ
ー
ル
に
は
命
を
か
け
る
大
義
が
あ
っ
た
。
が
、
セ
イ
タ
ン

は
全
く
自
己
中
心
的
な
動
機
か
ら
全
天
使
を
二
分
す
る
大
戦
争
を
惹
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
ダ
グ
ラ
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ス
・
ブ
ッ
シ
ュ
が
一
九
四
四
（
昭
19
）
年
秋
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
の
連
続
講
演
に
お
い
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
た
と
え
た
譬
え
の
方
が
正
鵠

を
射
て
い
る
。
セ
イ
タ
ン
は
「
不
屈
不
撓
の
意
志
（the unconqerable w

ill, 1. 106

）」
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
「
宗
教
的
倫
理
的
意

志
で
は
な
く
、
反
宗
教
的
自
然
主
義
的
な
力
へ
の
意
志
」
で
あ
り
、
セ
イ
タ
ン
が
高
言
す
る
「
屈
す
る
こ
と
も
従
う
こ
と
も
な
い
勇
気

（courage never to subm
it or yield, 1. 108

）」
と
は
「
決
し
て
眞
の
勇
気
で
は
な
く
、
猟
犬
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
狼
の
勇
気
、
あ
く
ま

で
も
悪
行
を
押
し
と
お
す
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
頑
固
さ
」
で
あ
る
、
と
い
う
（D

ouglas B
ush, Paradise Lost in O

ur Tim
e, p. 70

）。

　
む
し
ろ
『
失
楽
園
』
に
お
い
て
真
の
勇
気
と
忍
耐
を
示
し
た
の
は
、
命
を
投
げ
だ
し
て
神
意
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
イ
エ
ス
で
あ
り
、

ま
た
、
過
ち
を
お
か
し
て
後
再
び
善
に
還
る
「
義
の
僕
」
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の
方
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
セ
イ
タ
ン
の
大
言
壮
語
に
眩
惑

さ
れ
て
、
イ
エ
ス
の
静
謐
に
気
付
か
な
い
。「
ス
コ
ラ
神
学
者
」
の
よ
う
だ
、
と
揶
揄
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
（Pope, ‘Im

itations of H
or-

ace: Ep. ’ II i 102

）。

神
と
キ

リ
ス
ト

第
一
・
二
巻
に
お
け
る
セ
イ
タ
ン
の
悲
壮
な
英
姿
と
、
堕
天
使
た
ち
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
問
答
だ
け
が
喧
伝
さ
れ
る
が
、
第

三
巻
に
お
け
る
神
と
御
子
と
の
問
答
も
ま
た
、
お
の
ず
か
ら
別
種
の
優
れ
た
形
而
上
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
い
よ
い
よ

セ
イ
タ
ン
の
接
近
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
堕
落
に
そ
な
え
、
十
字
架
の
贖
罪
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
と
御
子
と

の
問
答
が
贖
罪
か
ら
始
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
（
三
203
─
216
、
227
─
265
）。
だ
が
、
十
字
架
の
贖
罪
は
時
間
の
中
点
で
あ
る
か
ら
、
溯
っ
て

は
神
の
創
造
が
称
え
ら
れ
（
三
374
、
390
─
391
）、
降
っ
て
は
新
天
新
地
の
到
来
が
万
物
の
完
成
と
し
て
寿
が
れ
る
（
三
321
─
341
）。
こ
う
し
て

出
発
点
か
ら
到
達
点
ま
で
、
一
切
の
時
間
が
、
宇
宙
の
歴
史
が
こ
こ
に
包
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
く
ら
い
キ
リ
ス
ト
教
の
最
も
重
要
な
教

義
を
、
静
か
な
情
熱
を
こ
め
、
的
確
で
抑
え
た
言
葉
で
、
し
か
も
過
不
足
な
く
表
現
し
た
詩
は
稀
で
あ
る
。
繁
野
天
来
も
そ
の
注
釈
で
、
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い
ろ
い
ろ
説
を
な
す
人
は
あ
る
、「
し
か
し
、
簡
単
に
問
ふ
が
、
曲
り
な
り
に
も
神
の
言
葉
を
こ
れ
ほ
ど
荘
重
典
雅
に
綴
り
上
げ
た
詩
が

英
文
学
史
上
他
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
？
」
と
称
賛
し
て
い
る
（
研
究
社
版
476
）。

　『
失
楽
園
』
に
お
い
て
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
御
子
が
創
造
か
ら
贖
罪
を
経
て
審
判
に
至
る
ま
で
、
父
な
る
神
の
意
志
を
体

し
て
、
す
べ
て
の
行
為
の
実
行
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
父
と
子
は
別
の
ペ
ル
ソ
ナ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
間
に
は
一
分
の
隙
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
羨
し
い
ほ
ど
親
密
な
親
子
の
関
係
で
あ
る
（
三
168
─
172
、
315
─
320
）。

　
そ
も
そ
もSatan

（
反
逆
者
）
の
反
逆
を
誘
発
し
た
原
因
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
五
巻
、
ア
ダ
ム
の
求
め
に
応
じ
た
ラ
フ
ァ
エ

ル
が
、
な
ぜ
セ
イ
タ
ン
が
叛
い
た
か
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
件
を
語
る
箇
所
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
繁
野
天
来

「
失
楽
園
物
語
」
の
書
出
し
部
分
で
あ
る
が
、
も
う
一
度
本
文
に
即
し
て
考
え
た
い
。

　
あ
る
日
、
神
は
神
の
ま
わ
り
に
幾
重
に
も
輪
に
な
る
よ
う
天
使
た
ち
を
召
集
し
て
、
宣
言
し
た
、「
今
日
、
わ
た
し
は
、
わ
が
独
子
と

宣
言
す
る
者
を
生
み
、
こ
の
聖
な
る
山
で
そ
の
頭
に
油
を
注
ぎ
王
と
定
め
た
。
彼
は
汝
ら
が
見
る
ご
と
く
今
わ
た
し
の
右
手
に
坐
っ
て
い

る
。
わ
た
し
は
、
彼
を
汝
ら
の
首か

し
らと

定
め
る
。
そ
し
て
自
ら
に
誓
っ
た
、
天
の
す
べ
て
の
者
が
彼
の
前
に
跪
き
、
彼
を
己
の
主
と
告
白
す

る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
」（
五
603
─
608
）。
そ
し
て
続
け
て
、
こ
の
摂
政
の
統
治
の
も
と
に
、
一
体
と
な
っ
て
一
致
団
結
し
、
い
つ
ま
で
も

幸
福
に
く
ら
し
て
も
ら
い
た
い
、「
彼
に
背
く
者
は
と
り
も
直
さ
ず
わ
た
し
に
背
く
者
」
で
あ
り
、
こ
の
統
一
を
破
る
者
は
、
た
だ
ち
に

そ
の
日
に
神
を
仰
ぎ
見
る
至
福
の
座
か
ら
追
放
さ
れ
、
暗
黒
の
奈
落
に
永
久
に
償
わ
れ
る
こ
と
な
く
落
ち
る
こ
と
に
な
る
、（
五
609
─
615
）

と
語
っ
た
。
こ
れ
は
如
何
に
も
一
方
的
な
、
神
の
独
断
的
宣
言
で
あ
る
。
何
の
相
談
も
な
い
事
後
承
認
の
強
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
宣
言
を
聞
い
た
あ
と
の
天
使
た
ち
の
表
情
が
巧
み
で
あ
る
。
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　       w

ith his w
ords

A
ll seem

ed w
ell pleased; all seem

ed�, but w
ere not all.

　
　
　
　
　V

. 616

─617. 

　
面
従
腹
背
と
い
っ
て
も
い
い
、appearance

とreality

の
乖
離
と
い
っ
て
も
い
い
、
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
宇
宙
的
な
大
混
乱
が
お

こ
る
の
で
あ
る
。
御
子
高
挙
を
祝
う
大
祭
典
の
饗
宴
も
終
り
、
み
な
が
眠
り
に
つ
く
と
き
、
眠
れ
な
い
天
使
が
い
た
。
彼
は
第
一
位
で
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
天
使
で
、
権
力
に
お
い
て
も
寵
愛
と
名
誉
に
お
い
て
も
偉
大
な
存
在
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
の
日
、

御
子
が
父
な
る
神
に
よ
っ
て
栄
光
を
与
え
ら
れ
、
油
を
注
が
れ
た
王
、
救メ

シ

ア
世
主
と
宣
言
さ
れ
る
や
、「
傲
慢
（pride

）」（
五
665
）
の
ゆ
え

に
こ
の
光
景
に
耐
え
ら
れ
ず
、
自
己
が
不
当
に
貶
し
め
ら
れ
た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
直
属
の
部
下
」（
五
671
）
を
起
こ
し
て
、

ひ
そ
か
に
謀
反
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
企
て
が
大
敗
北
に
終
っ
た
こ
と
は
、
第
一
・
二
巻
に
お
い
て
彼
ら
が
落
と
さ
れ
た
地
獄
に
描
か
れ
、
三
日
に
わ
た
る
一
進

一
退
の
攻
防
が
つ
ぶ
さ
に
語
ら
れ
る
の
は
第
六
巻
の
終
り
で
あ
る
。『
失
楽
園
』
全
十
二
巻
一
〇
五
六
五
行
の
う
ち
、
そ
の
半
分
以
上
、

五
四
二
九
行
を
費
し
て
、
ど
う
し
て
、
い
わ
ば
「
人
類
史
以
前
」
を
書
く
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
人
類
が
人
類
に
な
る
の
は
第
七
巻
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ミ
ル
ト
ン
の
人
間
観
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。「
人ア

ダ
ム間

」
を
主
人
公
と
し
て
、
国
民
に

と
っ
て
「
師
表
的
（doctrinal and exem

plary

）」（『
教
会
統
治
の
理
由
』
第
二
巻
序
）
作
品
と
な
る
べ
き
叙
事
詩
を
書
こ
う
と
す
れ
ば
、

人
間
の
は
じ
め
如
何
、
の
ち
如
何
は
、
つ
ね
に
作
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
始
め
と
終
り
の
見
通
し
が
つ
い
て
、
人
間
の
今
を
、

如
何
に
見
る
か
が
定
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
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そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
品
を
書
き
上
げ
て
、
若
い
友
人
ト
ー
マ
ス
・
エ
ル
ウ
ッ
ド
に
見
せ
た
と
き
、
彼
は
、
楽
園
の
喪
失
は
書
か
れ
て

い
る
が
、
楽
園
の
回
復
が
書
か
れ
て
い
な
い
、
と
言
っ
た
と
い
う
（The Critical H

eritage, p. 223

）。
彼
の
こ
の
返
事
に
ミ
ル
ト
ン
は
、

虚
を
つ
か
れ
て
返
す
言
葉
も
な
く
、
や
が
て
『
復
楽
園
』
を
書
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
私
に
は
こ
れ
は
、
い
か
に
も

エ
ル
ウ
ッ
ド
の
心
な
い
無
理
解
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

　
ミ
ル
ト
ン
は
『
失
楽
園
』
の
な
か
に
、
楽
園
回
復
後
の
「
人
類
史
以
降
」
も
十
分
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
審
判
の
後
に
は
、

悪セ
イ
タ
ン魔

も
そ
の
反サ
タ
ニ
テ
ィ

逆
性
を
焼
き
清
め
ら
れ
て
、
元
の
姿
に
か
え
り
（
一
〇
574
）、
神
が
す
べ
て
に
お
い
て
す
べ
て
と
な
る
（
三
341
）
と
い
う
。

地
獄
も
、
悪
魔
も
、
も
は
や
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
（
十
二
546
─
547
）。
こ
の
よ
う
な
審
判
以
降
の
光
景
が
、
す
で
に
何
度
も
作
品
の
な
か

に
繰
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
む
と
き
の
読
者
の
高
揚
感
は
、
作
者
の
高
揚
感
と
同
じ
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
前
史
と
後
史
の
中
間
に
人
類
史
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
何
も
の
な
の
か
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
は
、
古
来
人
類
の
普
遍
的
な
問
題
で
あ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
知
り
う
る
の
は
、
こ
の
中
間
史
だ
け

で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
中
間
史
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
詮
方
尽
き
た
と
き
に
は
絶
望
し
か
な
く
、
静
か
に
依
り
頼
ん
で
力

を
得
る
こ
と
な
ど
期
待
し
う
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
不
可
知
論
に
陥
る
だ
け
で
あ
る
。

　
人
間
の
現
実
の
状
況
を
見
る
と
き
、
実
存
と
い
お
う
と
限
界
状
況
と
い
お
う
と
、
見
る
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。
出
口
の
な
い
悲
劇
と
し

か
言
い
よ
う
は
な
く
、
不
可
知
論
が
そ
の
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
か
、
救
わ
れ
る
の
か
救
わ
れ
な
い
の
か
、
と

い
う
思
い
が
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
の
問
い
と
な
る
。

　
現
実
の
認
識
が
痛
切
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
の
問
い
は
切
実
と
な
り
、
絶
望
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
祈
り
に
な
る
。『
失
楽
園
』
は
こ

の
問
い
へ
の
解
答
で
あ
っ
た
。
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だ
が
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
の
感
想
は
怪
我
の
功
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ミ
ル
ト
ン
は
、「
以
前
に
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ

と
」（The Critical H

eritage, p. 224

）
を
思
い
つ
い
た
、
と
い
う
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
前
史
を
も
後
史
を
も
一
先
ず
措
き
、
人
類
史

の
な
か
の
イ
エ
ス
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『
復
楽
園
』
が
、『
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』
を
付
録
と
し
て
（
初
版
表
紙
にadded

と
あ
る
）
一

六
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。

　
前
史
・
後
史
は
、
簡
単
に
万
人
の
承
認
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
天
地
の
創
造
も
、
最
後
の
審
判
も
、
自
然
理
性
の
守
備
範
囲
の

な
か
に
は
な
い
。
使
徒
信
条
は
第
一
項
（「
我
は
天
地
の
造
り
主
、
全
能
の
父
な
る
神
を
信
ず
」）
か
ら
し
て
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
バ
ー
ト
ラ

ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
『
な
ぜ
わ
た
し
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
か
』
と
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
『
教
義
学
要
綱
』（
第
八
項
　
造
り
主
な
る

神
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
反
対
の
立
場
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
興
味
ぶ
か
い
の
は
、
ミ
ル
ト
ン
か
ら
ほ
ぼ
五
〇
年
の
後
、
わ
が
国
に
生
を
享
け
た
近
代
日
本
の
代
表
的
知
識
人
新
井
白
石
（
一
六
五
七

─
一
七
二
五
）
の
『
西
洋
紀
聞
』
で
あ
る
。
表
題
に
西
洋
と
い
う
文
字
を
冠
し
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
書
物
の
な
か
に
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
義
の
一
つ
一
つ
に
対
す
る
彼
の
反
応
が
見
ら
れ
る
。「
西
人
其
法
を
説
く
所
、
荒
誕
浅
陋
、
弁
ず
る
に
も
た
ら
ず
」（
岩
波
版
78
）

と
い
う
の
が
彼
の
感
想
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
天
国
と
地
獄
に
つ
い
て
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
デ
ウ
ス
初
に
天
地
万
物
を
造
ら
む
と
す
る
に
当
り
て
、
ま
づ
善
人
を
住す

ま

し
め
む
た
め
に
、
諸
天
の
上
に
ハ
ラ
イ
ソ
を
作
り
〈
ハ
ラ

イ
ソ
と
は
、
漢
に
訳
し
て
、
天
堂
と
い
ふ
。
仏
氏
い
は
ゆ
る
極
楽
世
界
の
ご
と
し
〉
‥
‥

　
ル
ウ
チ
ヘ
ル
と
い
ひ
し
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
自み

づ
から

其
智
な
る
に
ほ
こ
り
て
、
称
じ
て
デ
ウ
ス
と
い
ひ
、
ま
た
こ
れ
を
信
ぜ
し
ア
ン
ゼ
ル

ス
す
く
な
か
ら
ず
。
デ
ウ
ス
こ
れ
を
に
く
み
て
、
イ
ン
ペ
ル
ノ
を
作
り
て
、
そ
れ
に
く
み
せ
し
輩
と
共
に
、
こ
と
〴
〵
く
皆
下
界
に
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追
下
し
て
、
イ
ン
ペ
ル
ノ
に
居
ら
し
む
〈
ル
ウ
チ
ヘ
ル
は
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
名
也
。
イ
ン
ペ
ル
ノ
は
、
こ
ゝ
に
火
坑
地
獄
と
す
と
い

ふ
〉（
71
）。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
「
天
地
い
ま
だ
成
ら
ざ
る
時
、
ま
づ
善
人
の
た
め
に
天
堂
を
造
る
の
説
、
天
地
も
い
ま
だ
生
ぜ
ず
し
て
、
斯
ノ
人

す
で
に
善
悪
の
相
わ
か
れ
し
も
心
得
ず
」（
79
）
と
い
う
。
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
、
異
教
圏
の
知
識
人
に
と
っ
て
不
可
解
と
い
う
ほ
か
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
新
し
い
科
学
が
真
理
と
虚
構
を
峻
別
し
た
十
七
世
紀
の
詩
人
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
話
は
、
新
井
白
石
に
と
っ

て
の
聖
書
物
語
と
同
様
、
所
詮
は
「
荒
誕
浅
陋
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
時
は
か
ろ
う
じ
て
聖
書
神
話
の
み
が
、
真
理
の
器
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
神
話
な
る
も
の
の
信
憑
性
は
薄
れ
、
非
神
話
化
の
解
釈
を
経
る
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
耐
え
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
あ
る
い
は
、
そ
の
世
界
に
没
入
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
「
不
信
を
中
断
」（‘suspen-

sion of disbelief ’

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（Coleridge, B

iographia Literaria, Ch. 14

）。

　
そ
の
点
で
『
復
楽
園
』
は
、『
失
楽
園
』
と
は
別
種
の
要
求
に
対
応
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
復
楽
園
』
に
は
人
と
し
て
の
イ
エ
ス
が

登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。『
失
楽
園
』
の
よ
う
に
贖
罪
や
復
活
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
地
上
に
生
き

た
人
間
と
し
て
、
そ
の
生
き
方
が
問
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
イ
エ
ス
は
そ
の
死
後
、
彼
は
神
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
人
物
で

あ
る
。
そ
の
点
で
は
闘
士
サ
ム
ソ
ン
の
方
が
、
欠
点
だ
ら
け
の
現
実
の
人
間
で
あ
る
。
イ
エ
ス
も
サ
ム
ソ
ン
も
聖
書
の
な
か
の
人
物
で
は

あ
る
が
、
教
義
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
生
き
方
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
生
き
る
と
は
、
た
ち
ま
ち
善
悪
の
選
択
で
あ
る
。『
失
楽
園
』
の
な
か
に
も
ア
ダ
ム
以
前
に
、
そ
の
選
択
を
強
い
ら
れ
た
人
物
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（
？
）
が
い
る
。

　
　
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の
反
逆
と
帰
順

　
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の
反
逆
は
、
二
・
二
六
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
下
級
兵
士
を
連
想
さ
せ
る
。
軍
隊
の
掟
は
、
上
官
の
命
令
に
対
す
る
絶

対
服
従
で
あ
る
。
い
つ
も
の
と
お
り
非
常
呼
集
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
気
付
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
反
乱
の
挙
兵
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
神
が
御
子
を
摂
政
名
代
に
「
高
挙
」
し
た
あ
の
夜
、
セ
イ
タ
ン
は
直
属
の
部
下
を
誘
い
こ
ん
で
、
反
乱
を
企
て
た
の
で
あ
る
。

　
嫉
妬
の
あ
ま
り
眠
ら
れ
ぬ
セ
イ
タ
ン
は
、
腹
心
の
部
下
で
あ
る
ベ
ル
ゼ
バ
ブ
を
起
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
互
い
に
腹
蔵
な
く
語
り
合
う
仲

で
は
な
か
っ
た
か
、
寝
て
も
覚
め
て
も
心
は
一
つ
の
は
ず
だ
、
今
回
の
新
し
い
法お

き
てを

ど
う
思
う
か
、
と
持
ち
か
け
る
。
支
配
者
か
ら
新
し

い
法
が
出
さ
れ
た
以
上
、
仕
え
る
わ
れ
わ
れ
の
側
に
も
新
し
い
心
構
え
が
必
要
だ
、
不
測
の
事
態
に
そ
な
え
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
だ
が
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
論
ず
る
の
は
危
険
だ
、
だ
か
ら
わ
が
指
揮
下
に
あ
る
天
使
全
軍
の
首
領
株
を
集
め
、「
神
の
命

令
」
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
も
、
わ
た
し
の
指
揮
下
に
あ
る
全
軍
の
者
も
、
夜
の
明
け
き
ら
な
い
う
ち
に
、
北
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
領
地
に

飛
ん
で
帰
り
、
わ
れ
ら
の
王
・
偉
大
な
救メ

シ

ア
世
主
を
迎
え
る
饗
応
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
天
使
の
間
ま
で
出
向
き
、
新
し
い
法
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
伝
達
し
て
く
れ
（
五
673
─
693
）
と
い
う
。
こ
う
い
う
ふ
う

に
セ
イ
タ
ン
は
、
言
う
べ
き
口
上
ま
で
教
え
た
の
で
あ
る
。

　
不
用
意
な
胸
中
に
不
埒
な
考
え
を
吹
き
こ
ま
れ
た
副
官
ベ
ル
ゼ
バ
ブ
は
、
彼
の
指
揮
下
に
あ
る
指
揮
官
た
ち
を
、
多
数
同
時
に
、
ま
た

個
別
に
呼
ん
で
、「
い
と
高
き
神
の
命
に
よ
っ
て
」
夜
が
明
け
き
ら
な
い
う
ち
に
、「
わ
れ
わ
れ
の
大
天
使
旗
が
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
伝
え
る
。「
理
由
に
つ
い
て
は
指
示
ど
お
り
に
語
る
が
、
合
間
合
間
に
曖
昧
で
不
満
げ
な
言
葉
を
さ
し
は
さ
み
、
そ
の
誠
実
な
心
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に
探
り
を
入
れ
た
り
、
あ
わ
よ
く
ば
そ
れ
を
惑
わ
そ
う
と
す
る
」（
五
694
─
704
）。
こ
の
あ
た
り
の
動
詞
は
歴
史
的
現
在
形
を
用
い
、
夜
陰

に
乗
じ
て
、
洩
れ
な
く
反
乱
に
巻
込
も
う
と
す
る
陰
謀
の
切
羽
詰
っ
た
雰
囲
気
を
、
そ
の
臨
場
感
の
ま
ま
に
写
し
出
し
て
い
る
。

　「
し
か
し
、
一
同
は
た
だ
ひ
た
す
ら
従
来
通
り
の
合
図
と
自
分
た
ち
の
偉
大
な
指
導
者
の
権
威
あ
る
声
に
従
っ
た
」（
五
704
─
706
）。

　
そ
れ
ほ
ど
セ
イ
タ
ン
の
名
は
偉
大
で
あ
り
、
天
に
お
け
る
彼
の
地
位
は
高
く
、
星
の
群
れ
を
牧
す
る
暁
の
明
星
の
よ
う
な
、
そ
の
容
貌

に
魅
了
さ
れ
て
、
実
に
全
天
使
の
三
分
の
一
が
彼
に
従
っ
た
。
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
は
こ
う
し
て
反
乱
軍
の
う
ち
に
巻
込
ま
れ
て
い
っ
た
軍
人

で
あ
っ
た
。

　
セ
イ
タ
ン
の
領
地
が
北
方
に
あ
り
（
五
689
）、
そ
こ
に
神
の
国
に
拮
抗
す
る
王
国
を
築
こ
う
と
し
た
（
五
726
）。
こ
れ
は
イ
ザ
ヤ
書
一
四

章
一
二
─
一
四
節
「
あ
あ
、
お
前
は
天
か
ら
落
ち
た
、
明
け
の
明
星
、
曙
の
子
よ
。
お
前
は
地
に
投
げ
落
と
さ
れ
た
、
も
ろ
も
ろ
の
国
を

倒
し
た
者
よ
。
か
つ
て
、
お
前
は
心
に
思
っ
た
。「
わ
た
し
は
天
に
上
り
、
王
座
を
神
の
星
よ
り
も
高
く
据
え
、
神
々
の
集
う
北
の
果
て

の
山
に
座
し
、
雲
の
頂
に
登
っ
て
、
い
と
高
き
者
の
よ
う
に
な
ろ
う
」
と
」
の
記
事
に
由
来
す
る
。

　
そ
の
他
、
エ
レ
ミ
ヤ
記
（
一
14
、
四
6
、
六
1
）
に
も
「
北
か
ら
災
い
が
襲
い
か
か
る
」
と
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
ー
六

世
　
第
一
部
』
第
五
幕
第
三
場
の
冒
頭
で
も
セ
イ
タ
ン
が
「
北
方
の
魔
王
（the lordly m

onarch of the north

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

漢
字
の
「
北
」
に
も
「
に
げ
る
、
そ
む
く
」
の
訓
が
あ
り
、「
敗
北
」
を
連
想
さ
せ
る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
神
の
命
令
と
偽
っ
て
大
軍
を
連
れ
出
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
い
よ
い
よ
反
逆
に
向
か
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
セ
イ
タ
ン
は
、
や
は
り
彼
ら
の
「
誇
り
」
を
く
す
ぐ
る
よ
り
ほ
か
に
手
は
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
天
使
の
厳い

か
めし

い
称
号

（
五
773
）
も
、
キ
リ
ス
ト
の
油
注
が
れ
た
王
と
い
う
名
の
下
に
は
陰
っ
て
し
ま
う
、
い
ま
だ
か
つ
て
行
な
っ
た
こ
と
の
な
い
跪
座
の
礼
（
五
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782
）、
す
な
わ
ち
醜
悪
な
平
身
低
頭
の
礼
を
、
神
一
人
の
み
か
、
神
の
像
に
す
ぎ
な
い
も
う
一
人
の
者
に
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
五
608
は
神
の
命
令
、
五
782
は
セ
イ
タ
ン
の
反
復
）、
こ
れ
は
と
う
て
い
わ
れ
わ
れ
自
由
な
天
の
住
人
、
天
の
子
（
五
790
は
セ
イ
タ
ン
の
言
葉
、
五

600
で
は
神
に
よ
っ
て
も
光
の
子
）
と
呼
ば
れ
た
者
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
、
何
も
の
に
も
隷
属
せ
ず
自
由
な
者
、
同
等
で
は
な
い

に
し
て
も
同
等
に
自
由
で
あ
り
、
権
力
と
栄
光
に
お
い
て
劣
る
と
は
い
え
、
自
由
に
お
い
て
同
等
な
る
者
が
、
い
か
な
る
理
由
で
、
権
利

に
お
い
て
も
同
等
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
か
か
る
拝
脆
を
求
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
ん
な
謂
わ
れ
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。‘Equally 

free ’

（l. 792

）
と
い
い
、‘In freedom

 equal ’

（l. 797

）
と
繰
返
す
、
こ
の
同
等
と
い
う
取
り
憑
か
れ
た
よ
う
な
物
言
い
は
、
セ
イ
タ

ン
の
執
念
を
あ
ら
わ
す
。

　
こ
れ
に
猛
然
と
反
論
し
た
の
が
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
で
あ
る
。
反
論
の
第
一
は
、「
汝
は
神
に
対
し
て
律
法
を
課
そ
う
と
い
う
の
か
（‘Shalt 

thou give law
 to G

od? ’ V
. 822

）」
と
い
う
点
で
あ
る
。
律
法
を
理
性
と
い
い
か
え
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
（「
律お
き
て法

と
し
て
の
理
性
」
六
41
、

42
）。
神
の
決
定
権
（arbitrariness

）
を
認
め
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
ミ
ル
ト
ン
を
主
意
主
義
者
と
呼
ぶ
最
良
の
証

拠
が
あ
る
。
創
造
主
は
絶
対
的
（
す
な
わ
ち
完
全
に
自
由
な
）
存
在
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
注
文
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、「
経
験
に
よ
っ
て
（‘by experience ’ V

. 826
）」、
神
が
い
か
に
善
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
善
に
つ
い
て
も
地
位
に
つ
い
て
も

配
慮
に
富
み
、
一
人
の
首か

し
らの

も
と
に
団
結
し
て
幸
福
を
増
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
こ
に
英
国
固
有
の

経
験
論
に
裏
う
ち
さ
れ
た
主
意
主
義
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
は
、「
汝
自
身
を
…
御
子
と
同
等
だ
…
と
思
う
の
か
？
（‘T

hyself... dost thou count.../ Equal to him
, begotten Son? ’ V

. 833

─835

）」
と
い
う
反
論
で
あ
る
。
全
能
の
父
は
、
そ
の
御
言
葉
に
よ
る
が
如
く
、
実
に
あ
の
御
子
に
よ
っ
て
、
万
物
を
、
汝
さ
え
も
、
造

り
た
も
う
た
（
五
835
─
837
）。
実
は
ミ
ル
ト
ン
は
『
失
楽
園
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
創
造
も
、
セ
イ
タ
ン
の
追
放
も
、
人
間
の
贖
罪
・
救
済

も
、
最
後
の
審
判
も
、
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
に
実
行
さ
せ
て
い
る
。
神
は
キ
リ
ス
ト
こ
そ
主
（‘Lord ’, V

. 608

）
と
定
め
、
摂
政
（‘vicege-



34

道家弘一郎

rent ’, V
. 609

）
に
任
じ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
彼
に
背
く
者
は
と
り
も
直
さ
ず
わ
た
し
（
神
）
に
背
く
者
で
あ
り
‥
‥
神
と
至
福
直
観

か
ら
追
わ
れ
て
、
い
や
果
て
の
暗
黒
の
奈
落
に
吞
み
こ
ま
れ
陥
る
の
だ
（‘H

im
 w

ho disobeys/ M
e disobeys. . . ./ Cast out from

 

G
od and blessed vision, falls/ Into utter darkness, deep engulfed. . . . ’ V

. 611

─614

）。
父
と
御
子
は
同
等
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。

　
第
四
は
、
そ
の
よ
う
な
身
分
の
キ
リ
ス
ト
が
み
ず
か
ら
身
を
落
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
一
員
と
な
ら
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
御
子
の
律
法

は
わ
れ
わ
れ
の
律
法
と
な
り
、
彼
の
受
け
た
も
う
す
べ
て
の
栄
誉
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
栄
誉
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
（
五
842
─
845
）。

　
だ
か
ら
、
不
敬
な
憤い

か
り恚

を
鎮
め
、
他
の
者
を
誘
惑
す
る
こ
と
を
や
め
て
、
す
ぐ
に
、
怒
っ
て
お
ら
れ
る
父
と
御
子
の
慈
悲
に
縋
る
べ
き

だ
、
時
機
を
失
し
な
い
か
ぎ
り
御
赦
し
を
得
る
こ
と
も
で
き
よ
う
、
と
熱
意
を
こ
め
て
説
得
す
る
（
五
845
─
848
）。

　
そ
れ
は
情
理
と
も
に
兼
ね
そ
な
え
た
諫
言
で
あ
っ
た
が
、
誰
の
賛
成
も
得
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
奇
矯
・
唐
突
な
発
言
と
し
て
無
視
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
喜
ん
だ
の
は
背
教
の
天
使
セ
イ
タ
ン
で
、
ま
す
ま
す
増
長
し
て
発
言
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
。
わ
れ
わ

れ
が
造
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
お
前
は
言
う
の
か
？   
し
か
も
父
か
ら
そ
の
子
へ
と
仕
事
が
移
さ
れ
、
そ
の
二
番
目
の
者
の
手
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
の
だ
、
と
い
う
の
か
？   

な
ん
と
奇
怪
か
つ
斬
新
な
る
意
見
！   

ど
こ
か
ら
そ
う
い
う
教
義
を
学
ん
だ
か
知
り
た
い
も
の
だ
！   

こ
の
創
造
の
仕
事
が
営
ま
れ
た
と
き
、
誰
か
そ
れ
を
見
て
い
た
の
か
。
創
造
主
が
お
前
に
生
命
を
与
え
ら
れ
た
と
き
、
自
分
が
造
ら
れ
た

の
を
覚
え
て
い
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
が
現
在
の
よ
う
に
存
在
し
な
か
っ
た
時
を
知
ら
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
以
前
に
誰
が
存
在
し
た
か

も
知
ら
な
い
。
運
命
の
流
れ
が
一
め
ぐ
り
し
た
と
き
、
自
分
自
身
の
生
命
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
自
ら
出
現
し
た
者
、
故
郷
で
あ
る
こ
の

天
国
に
、
機
熟
し
て
誕
生
し
た
天
上
の
子
等
な
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
力
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
だ
、
と
（
五
853
─
863
）。

　
神
が
セ
イ
タ
ン
を
含
め
万
物
を
造
っ
た
、
と
い
う
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の
創
造
説
を
否
定
す
れ
ば
、
セ
イ
タ
ン
に
は
万
物
の
自
然
発
生
説
し

か
存
在
し
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
が
こ
こ
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
、
創
造
説
は
使
徒
信
条
の
第
一
項
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
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か
る
と
お
り
、
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
信
仰
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
自
然
発
生
説
し
か
残
ら
な
い
。
こ
れ
は
現
代
の
哲
学
に
お

い
て
も
変
ら
な
い
。

　
セ
イ
タ
ン
は
、
自
分
が
キ
リ
ス
ト
に
匹
敵
す
る
実
力
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
る
と
豪
語
し
、
悪
い
邪
魔
が
入
ら
な
い
う
ち

早
々
に
キ
リ
ス
ト
の
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
ゆ
け
、
と
脅
迫
す
る
。
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
は
唯
一
人
、
臆
す
る
こ
と
な
く
所
信
を
披
瀝
し
、
反
乱
軍

か
ら
立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。
第
五
巻
は
こ
こ
で
終
る
。

　
第
六
巻
は
い
よ
い
よ
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の
反
撃
で
あ
る
。
一
夜
明
け
て
平
原
一
面
に
燦
然
た
る
隊
伍
を
組
ん
で
密
集
し
た
神
の
天
使
の
軍

勢
は
、
た
っ
た
一
人
帰
順
し
た
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
を
歓
呼
の
声
を
あ
げ
て
迎
え
入
れ
、
神
の
王
座
の
前
へ
つ
れ
て
ゆ
く
。
す
る
と
黄
金
の
雲

の
な
か
か
ら
、
神
の
声
（the Sovran V

oice, V
I. 56

）
が
響
く
（
神
は
声
の
み
聞
こ
え
、
姿
は
見
え
な
い
）、「
神
の
僕
よ
、
よ
く
や
っ
た
！   

誰
よ
り
も
よ
き
戦
い
を
よ
く
戦
っ
た
。
無
数
の
反
徒
を
向
こ
う
に
ま
わ
し
て
た
ゞ
一
人
、
真
理
の
大
義
を
守
り
、
‥
‥
真
理
の
証
の
た
め

に
、
暴
力
よ
り
も
な
お
耐
え
が
た
い
衆
人
の
非
難
に
耐
え
た
」（
六
29
─
35
）、
そ
し
て
今
や
、
嘲
笑
を
浴
び
な
が
ら
立
ち
去
る
困
難
さ
に

比
べ
た
ら
は
る
か
に
た
や
す
く
、
味
方
の
大
軍
に
援
け
ら
れ
、
力
に
よ
っ
て
敵
を
征
服
す
る
栄
光
が
待
っ
て
い
る
（
六
37
─
41
）、
と
。

　
か
た
や
北
方
の
地
平
線
上
に
は
セ
イ
タ
ン
麾
下
の
大
部
隊
が
集
ま
っ
て
、
進
軍
を
開
始
。
か
つ
て
は
「
あ
ん
な
に
も
し
ば
し
ば
心
を
一

つ
に
し
て
喜
び
と
愛
の
祭
り
に
相
集
い
、
一
人
の
大
い
な
る
父
の
子
等
と
し
て
、
そ
の
父
を
、
永
遠
な
る
神
を
、
声
を
あ
げ
て
賛
美
す
る

の
が
常
で
あ
っ
た
」（
六
93
─
96
）
天
使
同
志
が
、
敵
と
味
方
に
分
か
れ
、
ま
さ
に
乾
坤
一
擲
の
戦
い
を
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
偶
然
双
方

の
最
前
線
で
接
触
す
る
羽
目
と
な
っ
た
セ
イ
タ
ン
と
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
が
互
い
の
思
い
を
ぶ
つ
け
あ
う
、
あ
た
か
も
一
騎
打
ち
の
前
に
名
乗

り
を
上
げ
る
か
の
よ
う
に
（
こ
の
な
か
に
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
の‘G

od and N
ature bid the sam

e, ’ V
I. 176.

と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
る
）。
こ
う

し
て
戦
端
は
開
か
れ
た
。
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ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
が
大
き
く
振
り
か
ぶ
っ
て
一
撃
を
加
え
る
と
、
セ
イ
タ
ン
は
十
歩
退
き
、
十
歩
目
に
は
膝
を
つ
く
が
、
か
ろ
う
じ
て
槍

で
身
を
支
え
る
、
と
い
う
あ
た
り
の
描
写
（
六
189
─
198
）
は
あ
た
か
も
活
劇
を
見
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
一
挙
に
両
軍
は
凄
じ
い

勢
い
で
、
激
烈
な
白
兵
戦
に
移
っ
た
。

　
三
日
間
に
わ
た
る
戦
闘
の
第
一
日
目
、
最
大
の
見
せ
場
は
、
総
大
将
同
志
、「
神
に
似
る
者
」
を
名
と
す
る
マ
イ
ケ
ル
と
「
反
逆
者
」

セ
イ
タ
ン
の
一
騎
打
ち
で
あ
る
（
六
262
─
353
）。
先
ず
音
吐
朗
々
た
る
口
上
を
言
い
交
わ
し
て
後
の
激
突
は
合
戦
記
か
軍
記
物
の
お
も
む
き

が
あ
る
。
セ
イ
タ
ン
は
深ふ

か

傷で

を
負
い
、
楯
に
乗
せ
て
運
ば
れ
る
が
、
も
と
も
と
不
死
身
の
天
使
の
体
で
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
副
将
ガ
ブ
リ
エ
ル
（「
神
の
子
」）
は
敵
の
副
将
モ
ー
ロ
ッ
ク
（「
王
」）
を
破
り
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
（「
神
の
癒
し
」）
は
ア
ズ
マ
ダ
イ
（「
破
壊

者
」）
と
、
ウ
リ
エ
ル
（「
神
の
炎
」）
は
ア
ド
ラ
メ
レ
ク
（「
偉
大
」、
太
陽
神
）
と
渡
り
合
う
。
ア
ブ
デ
ィ
エ
ル
（「
義
の
僕
」）
の
相
手
は
、
ア

リ
エ
ル
（「
神
の
獅
子
」）、
ア
リ
オ
ク
（「
獅
子
の
如
き
者
」）、
ラ
ミ
エ
ル
（「
神
の
雷
霆
」）
の
三
人
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
格
の
近
い
、
相
応
し

い
相
手
と
戦
っ
て
い
る
。

　
破
れ
た
り
と
は
い
え
不
死
身
の
天
使
の
身
で
あ
る
。
そ
の
夜
セ
イ
タ
ン
は
軍
議
を
開
い
て
新
兵
器
を
考
案
し
た
こ
と
を
披
露
す
る
。
す

な
わ
ち
大
砲
の
発
明
で
あ
る
。
反
乱
軍
は
全
員
徹
夜
の
突
貫
作
業
で
大
砲
を
完
成
し
た
。

　
第
二
日
目
、
新
兵
器
の
威
力
に
自
信
を
も
つ
反
乱
軍
は
不
敵
な
余
裕
を
み
せ
、
マ
イ
ケ
ル
麾
下
（
副
将
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
六
45
─
46
）
の

天
使
軍
に
迫
る
。
嘲
笑
的
な
言
辞
を
弄
す
る
と
同
時
に
、
轟
く
大
音
響
と
と
も
に
「
悪
魔
の
反へ

吐ど

」（devilish glut, V
I. 589

）
と
も
い
う

べ
き
弾
丸
を
打
ち
こ
む
。
天
使
は
元
来
そ
の
体
形
を
自
由
自
在
に
変
え
、
収
縮
も
拡
大
も
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
（
一
424
─
431
）、
な
ま
じ

鎧
を
ま
と
っ
て
い
る
ば
っ
か
り
に
攻
撃
を
か
わ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
何
千
と
な
く
下
位
の
天
使
が
上
位
の
大
天
使
の
上
に
倒
れ
か
か
る
と

い
う
有
様
（
六
593
─
597
）、
こ
れ
は
武
装
の
限
界
を
如
実
に
示
す
も
の
と
し
て
示
唆
的
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
弾
丸
の
猛
威
は
す
さ
ま
じ
く
、

天
使
と
い
え
ど
も
敗
退
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
し
か
し
反
乱
軍
の
優
勢
も
束
の
間
で
、
激
し
い
怒
り
に
駆
ら
れ
た
天
使
軍
は
武
器
を
投
げ
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す
て
、
山
の
方
へ
飛
ん
で
ゆ
き
、
両
手
で
山
々
を
、
そ
の
岩
・
滝
・
森
も
ろ
と
も
引
き
抜
き
、
持
ち
上
げ
、
三
列
に
並
ん
だ
大
砲
の
上
へ

投
げ
つ
け
た
。
反
乱
軍
が
頼
み
の
綱
と
し
た
大
砲
も
重
い
山
の
下
に
深
く
埋
め
ら
れ
押
し
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
の
頭
上
に
も
黒
々

と
山
岳
の
尾
根
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
生
き
埋
め
の
苦
痛
を
味
わ
っ
た
。

　
残
り
の
敵
は
天
使
を
真
似
て
、
近
く
の
山
を
根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
い
て
投
げ
返
し
た
。
か
く
し
て
両
軍
が
互
い
に
投
げ
合
う
山
と
山
と
は

空
中
で
衝
突
し
、
地
底
深
く
暗
黒
の
な
か
で
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
凄
じ
さ
だ
っ
た
。
何
し
ろ
全
天
使
の
三
分
の
二
（
六
49
）
が
こ
の
戦
闘

に
参
加
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
天
は
す
べ
て
荒
廃
に
帰
し
た
か
も
し
れ
な
い
（
六
669
─
670
）。

　
反
乱
軍
も
罪
を
犯
し
た
た
め
そ
の
力
が
損
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
神
の
裁
き
を
う
け
る
前
で
あ
る
か
ら
、
天
使
軍
と
等
し
く
神

に
造
ら
れ
た
も
の
と
し
て
十
分
に
拮
抗
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
に
任
し
て
お
け
ば
、
手
段
を
つ
く
し
て
の
死
闘
と
な

り
、
永
久
戦
争
（perpetual fight, V

I. 693

）
に
決
着
は
つ
か
な
い
。

　
そ
こ
で
、
二
日
間
に
わ
た
る
こ
の
戦
い
を
見
た
「
全
能
の
父
」（
六
671
）
な
る
神
は
「
御
子
」（
六
678
）
に
向
か
っ
て
、「
第
三
日
」（
六

699
）
は
汝
に
委
ね
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
戦
い
を
終
息
さ
せ
よ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
国
と
地
獄
の
す
べ
て
の
者
に
汝
の
比
類
な
き

力
を
示
し
、
万
物
の
世
嗣
で
あ
り
王
で
あ
る
こ
と
を
示
せ
（
六
705
─
709
）、
と
語
る
。

　
こ
の
三
日
間
の
戦
闘
で
、
第
一
日
は
、
叙
事
詩
が
英
雄
詩
と
い
わ
れ
る
の
も
宜
な
る
か
な
、
古
典
叙
事
詩
さ
な
が
ら
英
雄
同
志
の
合
戦

で
あ
る
。
二
日
目
は
反
乱
軍
が
新
兵
器
を
造
り
だ
し
て
の
巻
き
返
し
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
来
「
草
木
や
果
実
や
馥
郁
た
る
花
や
宝
石
や

黄
金
で
美
し
く
飾
ら
れ
た
」（
六
475
）
美
し
い
自
然
の
腸
は
ら
わ
たを

抉
り
出
す
よ
う
な
醜
い
環
境
破
壊
と
自
然
破
壊
を
引
き
お
こ
す
も
の
で
あ
っ

た
。
か
か
る
近
代
的
科
学
技
術
が
、
自
然
か
ら
の
復
讐
を
う
け
ず
に
済
む
わ
け
が
な
い
。
ミ
ル
ト
ン
は
こ
う
い
う
近
代
文
明
の
行
く
末
を

予
見
し
て
い
た
か
の
よ
う
だ
。
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こ
こ
に
興
味
ぶ
か
い
証
言
が
あ
る
。
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
が
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
特
別
枠
の
復
員
学

生
の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
り
の
所
謂
復
員
特
別
生
（W

ar Specials

）
の
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
彼
女
は
眼

の
開
か
れ
る
思
い
を
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
戦
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
そ
の
学
生
は
、
戦
後
溢
れ
る
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
戦
記
物
は
あ

ま
ね
く
読
み
、
彼
の
実
戦
体
験
と
照
合
し
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
『
失
楽
園
』
第
六
巻
に
巡
り
会
っ
て
満
足
し
た
、
彼
が
実
際
に
経
験
し

た
戦
闘
場
面
や
、
夜
間
塹
壕
の
な
か
で
明
日
は
敵
が
ど
ん
な
新
兵
器
を
繰
り
出
し
て
く
る
か
と
、
敵
味
方
接
近
し
た
布
陣
の
な
か
で
不
安

に
か
ら
れ
て
想
像
し
た
こ
と
を
す
べ
て
こ
こ
に
見
出
し
た
、
と
く
に
大
砲
に
関
し
て
は
投
げ
つ
け
あ
う
山
と
い
う
比
喩
が
最
も
よ
く
納
得

で
き
た
、
戦
闘
に
お
い
て
は
、
新
旧
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
破
壊
手
段
が
無
差
別
に
使
わ
れ
る
も
の
だ
、
と
記
し
て
い
た
。
ま
た
特
に
ニ

コ
ル
ソ
ン
の
印
象
に
残
っ
た
指
摘
は
、
ミ
ル
ト
ン
が
音
に
優
れ
た
詩
人
で
、
そ
の
学
生
の
耳
に
は
、
セ
イ
タ
ン
の
大
砲
の
音
が
ド
イ
ツ
軍

の
怖
ろ
し
い
砲
撃
の
轟
き
の
よ
う
に
反
響
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
教
授
は
『
失
楽
園
』
第
六
巻
に
対
す
る
、
こ
の

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
次
世
代
の
学
生
に
語
り
伝
え
て
い
る
、
と
い
う
（M

arjorie H
ope N

icolson, A
 R

eader ’s 

G
uide to John M

ilton, pp. 259

─260

）。

　
二
日
間
に
わ
た
る
戦
い
の
結
果
は
、
天
国
と
は
い
え
目
を
覆
い
た
く
な
る
荒
廃
ぶ
り
で
あ
る
。
第
三
日
、
こ
の
窮
状
を
救
う
仕
事
は
、

救メ

シ

ア
世
主
と
し
て
の
御
子
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
く
、
彼
に
委
ね
ら
れ
る
。
な
ん
と
自
然
は
、
御
子
の
出
陣
と
聞
い
た
だ
け
で
、
再
び
元
の

美
し
さ
に
自
か
ら
戻
っ
て
い
っ
た
。
根
元
か
ら
引
き
抜
か
れ
た
山
々
は
お
の
お
の
元
の
場
所
に
帰
り
、
山
も
谷
も
、
鮮
か
な
花
に
彩
ら
れ

て
微
笑
ん
だ
の
で
あ
る
（
六
781
─
784
）。
自
然
の
治
癒
力
と
い
わ
れ
る
も
の
も
、
自
然
だ
け
で
は
足
り
ず
、
超
自
然
の
力
（Pow

er D
ivine, 

V
I. 780

）
を
必
要
と
す
る
の
だ
。
お
の
ず
と
浮
ん
で
く
る
の
は
「
恩
寵
は
自
然
を
完
成
す
る
（gratia perficit naturam

）」
と
い
う
言
葉

だ
（
岩
下
壯
一
『
中
世
哲
学
思
想
史
研
究
』
426
）。
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し
か
し
こ
の
光
景
を
み
て
反
乱
軍
は
い
っ
そ
う
頑
な
に
な
り
、
愚
か
に
も
「
絶
望
か
ら
希
望
を
懐
い
て
（hope conceiving from

 des

pair, V
I. 787

）」
兵
力
を
再
結
集
す
る
。

In H
eavenly Spirits could such perverseness �dw

ell?

　
　
　
　
　V

I. 788.

（
天
使
に
こ
の
よ
う
な
依
怙
地
な
心
が
あ
ろ
う
と
は
？
）

　
傲
慢
な
者
を
説
得
し
、
頑
固
な
者
を
改
悛
さ
せ
る
手
段
は
な
い
。
相
手
の
栄
光
は
見
る
に
た
え
ず
、
そ
の
姿
に
憎
悪
を
感
じ
、
同
じ
高

い
地
位
に
着
こ
う
と
野
心
満
々
、
陣
容
を
た
て
直
し
、
つ
い
に
は
全
軍
悉
く
玉
砕
覚
悟
で
、
最
後
の
決
戦
に
臨
ん
だ
、
逃
亡
は
も
と
よ
り
、

弱
気
を
出
し
て
退
却
す
る
こ
と
は
そ
の
蔑
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
六
789
─
799
）
と
い
う
。
こ
の
描
写
は
先
の
敗
戦
最
後
の
日
々
を
経
験
し

た
身
に
は
あ
ま
り
に
切
な
い
。

thunder

考

さ
す
が
の
御
子
も
つ
い
に
は
怒
り
に
満
ち
、
恐
ろ
し
い
表
情
に
変
っ
た
。
右
の
手
に
掴
ん
だ
最
終
兵
器
は
「
雷い
か
ず
ち霆

（thun-

der

）」
で
あ
っ
た
。
出
陣
に
先
立
ち
父
は
御
子
に
、
彼
の
「
全
能
な
武
器
（alm

ighty arm
s, V

I. 713

）」
と
し
て
「
弓
と

雷
（bow

 and thunder

）」
を
与
え
た
（
こ
こ
で
は
雷
は
単
数
）。
い
ざ
戦
場
に
向
か
う
と
き
に
は
「
弓
と
三
箭
の
雷
の
入
っ
た
箙
（bow

/ 

A
nd quiver w

ith three-bolted thunder, V
I. 763

─764

）」
を
携
え
て
い
た
。
そ
し
て
直
ち
に
敵
軍
の
真
只
中
に
乗
り
入
れ
、「
右
手
に
し

っ
か
と
千
の
十
倍
も
の
雷
を
掴
み
（in his right hand/ G

rasping ten thousand thunders, V
I. 835

─836

）」、
前
方
に
向
か
っ
て
投
げ

つ
け
た
。
そ
れ
が
敵
軍
一
人
一
人
の
魂
に
恐
る
べ
き
一
撃
と
な
っ
て
突
き
刺
さ
っ
て
い
っ
た
、
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
御
子
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は
、
ま
だ
そ
の
力
の
半
分
も
出
し
て
い
な
い
の
に
、
急
に
途
中
で
雷
霆
を
投
ず
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
（he... checked/ H

is thun-

der in m
id-volley, V

I. 853

─854

）。
彼
ら
を
滅
亡
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
天
国
か
ら
根
こ
そ
ぎ
追
放
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
雷
は
再
び
単
数
）。

　
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
こ
と
はthunder

→three-bolted thunder

→ten thousand thunders

→thunder

と
い
う
変
化
で
あ
る
。

最
初
と
最
後
は
集
合
名
詞
と
し
て
の
単
数
で
あ
り
、「
三
箭
の
」
と
い
う
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
華
麗
な
軍
装
を
描
写
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
千
の
十
倍
も
の
」
と
い
っ
た
と
き
は
、
戦
闘
の
さ
な
か
、
雷
を
弓
に
番つ

が

え
る
暇
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
右
手
で
直じ
か

に
、
投
げ
矢
の
よ
う
に
投

げ
つ
け
て
い
る
、
そ
の
実
戦
の
激
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。
私
が
数
に
こ
だ
わ
る
の
は
ル
ー
ベ
ン
ス
（
一
五
七
七
─
一
六
四
〇
）
の
一
枚
の

絵
の
せ
い
で
も
あ
る
。
リ
ヨ
ン
美
術
館
の
「
キ
リ
ス
ト
の
怒
り
か
ら
世
界
を
守
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
と
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
」（
一
六
一
八
─

二
〇
頃
）
で
、
こ
こ
で
は
裸
身
に
緋
色
の
ロ
ー
ブ
を
ま
と
っ
た
だ
け
の
キ
リ
ス
ト
が
右
手
にthree-bolted thunder

を
か
ざ
し
て
、
蛇

が
と
り
ま
く
地
球
を
撃
と
う
と
し
て
い
る
。『
失
楽
園
』
で
は
ま
だ
地
球
誕
生
以
前
の
出
来
事
で
あ
る
か
ら
、
事
情
は
大
い
に
違
う
が
、

怒
り
に
満
ち
溢
れ
た
猛
々
し
い
キ
リ
ス
ト
の
絵
は
稀
で
あ
る
。

　
日
本
語
で
も
「
雷
」
は
文
字
ど
お
り
「
神
鳴
り
」
の
意
で
あ
り
、「
い
か
ず
ち
」
と
読
め
ば
「
い
か
（
厳
）
つ
（
＝
の
）
ち
（
霊
）」
で
あ

る
と
い
う
（『
大
日
本
国
語
辞
典
』）。
ま
た
一
説
に
は
「
イ
カ
は
怒
の
義
、
ツ
チ
は
槌
で
、
撃
つ
の
意
」
と
も
、「
怒
っ
て
土
に
落
ち
る
か

ら
」
と
も
い
う
。
諸
説
と
も
「
イ
カ
」
は
「
厳
」
か
「
怒
」
か
に
分
か
れ
、「
ツ
チ
」
は
「
霊
」「
祇
」「
槌
」「
土
」「
持
」
等
に
分
か
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
厳
粛
な
審
き
を
含
意
す
る
。『
大
言
海
』
に
は
、「
厳イ

カ
ツ
チ

之
霊
ノ
義
‥
‥
上
代
ノ
人
ハ
、
厳イ
カ

ク
畏
ル
ベ
キ
神
ト
シ
タ
リ
、

サ
レ
バ
、
直
チ
ニ
神カ

ミ

ト
云
ヒ
、
鳴ナ
ル

神カ
ミ

ト
モ
云
ヒ
キ
」
と
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
神
秘
的
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
も
同
じ
で
主
神
ゼ
ウ
ス
は
「
本
来
天
空
と
そ
の
輝
や
き
を
表
徴
す
る
神
格
」
で
あ
る
か
ら
、「
天
空

を
司
配
す
る
主
神
と
し
て
‥
‥
雷
電
を
そ
の
意
の
ま
ま
に
駆
使
す
る
者
」
で
あ
り
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
な
か
に
は
「
高
く
雷
鳴
を
轟
か
す
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者
」「
雷
霆
を
転
ず
る
者
（
悦
ぶ
者
？
）」「
電
光
を
投
げ
る
者
」「
烈
し
く
鳴
り
轟
く
者
」
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
面
か
ら
把
握
さ
れ
た
ゼ

ウ
ス
の
姿
が
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
（
呉
茂
一
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
上
巻
』
59
ペ
ー
ジ
）。

　
聖
書
に
お
け
る
用
例
は
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、
旧
新
約
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
一
例
だ
け
を
あ
げ
る
。
旧
約
で
は
詩
篇
十
八
篇
七
節

以
下
の
「
主
の
怒
り
」
を
表
す
箇
所
で
あ
る
。「
主
は
天
に
雷
を
と
ど
ろ
か
せ
、
い
と
高
き
神
が
御
声
を
あ
げ
ら
れ
る
と
、
雹
と
火
の
雨

と
が
降
っ
て
き
た
。
主
は
矢
を
放
っ
て
彼
ら
を
散
ら
し
、
稲
妻
を
ひ
ら
め
か
し
て
彼
ら
を
打
ち
敗
っ
た
」（
13
─
14
）
と
あ
る
。
欽
定
英
訳

で
は‘T

he Lord also thundered in the heavens, and the H
ighest gave his voice; hail stones and coals of fire. 

Y
ea, he sent out his arrow

s, and scattered them
; and he shot out lightnings, and discom

fited them
. ’

　
新
約
で
は
ヨ
ハ
ネ
伝
一
二
章
二
七
節
以
下
、
天
か
ら
イ
エ
ス
に
語
り
か
け
る
父
の
声
を
群
衆
が
雷
と
思
う
箇
所
だ
。
イ
エ
ス
は
死
を
前

に
し
て
心
騒
ぎ
、「
父
よ
、
わ
た
し
を
こ
の
時
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
い
…
し
か
し
わ
た
し
は
ま
さ
に
こ
の
時
の
た
め
に
来
た
の
だ
。
父
よ
、

御
名
の
栄
光
を
現
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
と
、
天
か
ら
声
が
聞
こ
え
、「
わ
た
し
は
既
に
栄
光
を
現
し
た
。
再
び
栄
光
を
現
そ
う
」
と

い
う
。
そ
ば
に
い
た
群
衆
は
こ
の
声
を
聞
い
て
「
雷
が
鳴
っ
た
」
と
い
い
、
イ
エ
ス
は
、
こ
の
世
の
審
判
、
こ
の
世
の
支
配
者
が
追
放
さ

れ
る
時
を
示
す
も
の
だ
、
と
い
う
（
ヨ
ハ
ネ
一
二
27
─
30
）。
こ
こ
で
も
欽
定
英
訳
は‘T

he people. . . .said that it thundered. ’

と
動

詞
形
で
あ
る
。

　『
失
楽
園
』
第
六
巻
、
反
乱
軍
は
敗
れ
て
地
獄
に
落
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
第
六
巻
の
終
り
は
第
一
巻
の
始
ま
り
に
続
く
。
全
十
二
巻

の
う
ち
の
六
巻
ま
で
で
物
語
は
一
巡
す
る
。
文
字
ど
お
り
第
一
巻
は
「
事
件
の
中
程
（in m

edias res

）」
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

地
獄
へ
落
と
さ
れ
た
経
緯
を
語
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
、
セ
イ
タ
ン
が
ア
ダ
ム
の
幸
福
を
嫉
み
、
自
分
と
同
じ
背
き
へ
誘
惑
し
、
神
に
報
復
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
す
る
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
『
失
楽
園
』
の
前
半
六
巻
を
費
し
て
、
ミ
ル
ト
ン
は
、
生
ま
れ
て
ま
だ
罪

を
知
ら
ぬ
人
間
が
、
神
と
悪
魔
と
い
う
強
力
な
磁
場
の
な
か
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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し
か
し
神
と
悪
魔
の
存
在
を
二
元
論
と
し
て
把
え
て
は
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
す
べ
て
の
も
の
は
、
一
つ
の
原
質
料
か
ら
造
ら
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
上
と
地
上
と
、
こ
の
二
つ
の
世
界
に
存
在
す
る
も
の
は
本
質
的
に
同
じ
で
、
地
上
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
遥

か
に
相
互
に
似
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
も
霊
的
な
も
の
を
物
的
な
も
の
に
擬な

ぞ
らえ

て
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
天
国
の
自
然
も
美
し
い
草
花
に

彩
ら
れ
て
い
る
点
は
地
上
と
異
な
ら
な
い
が
、
反
逆
分
子
の
手
に
か
か
れ
ば
、
そ
の
腸
を
抉
り
出
さ
れ
、
大
砲
の
よ
う
な
大
量
殺
戮
の
破

壊
兵
器
を
産
み
、
二
十
世
紀
の
世
界
大
戦
と
見
紛
う
非
人
間
的
な
消
耗
戦
が
演
じ
ら
れ
る
、
本
来
静
謐
平
穏
で
あ
る
べ
き
天
国
に
お
い
て
。

こ
の
と
き
神
は
天
国
の
ど
こ
に
疎
開
し
て
い
た
の
か
し
ら
と
思
わ
せ
る
、
ず
い
ぶ
ん
大
胆
な
天
国
観
で
あ
る
。

　
ま
た
、
超
越
界
に
住
む
者
の
、
互
に
営
む
社
会
関
係
も
、
個
々
の
性
格
も
、
新
世
界
で
あ
る
地
球
の
住
民
と
さ
し
て
変
ら
な
い
。『
失

楽
園
』
の
後
半
に
登
場
す
る
の
は
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
の
に
比
べ
、
前
半
の
反
乱
軍
の
方
が
、
多
彩
な
生
身
の
人
間
像

（
？
）
を
遥
か
に
多
く
提
供
し
て
い
る
。
本
来
霊
的
な
天
使
で
あ
る
と
は
い
え
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
模
様
で
あ
る
。

　
そ
の
筆
頭
が
セ
イ
タ
ン
で
あ
る
。「
第
一
位
の
大
天
使
で
は
な
い
に
し
て
も
、
第
一
位
の
階
級
に
属
し
て
い
た
（
五
659
─
660
）」。
自
分
で

も
「
あ
ま
り
に
も
高
い
地
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
も
う
一
歩
高
く
な
れ
ば
最
高
の
天
使
に
な
れ
る
」（
四
49
─
51
）
と
思
い
こ
ん

で
し
ま
っ
た
。「
も
し
生
ま
れ
つ
き
も
っ
と
身
分
の
低
い
天
使
で
あ
っ
た
な
ら
、
幸
福
な
生
涯
を
送
り
え
た
だ
ろ
う
」（
四
58
─
60
）
と
い

う
述
懐
に
い
つ
わ
り
は
な
い
。

　
だ
が
ト
ッ
プ
集
団
に
あ
り
な
が
ら
第
一
位
で
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
心
理
的
に
興
味
ぶ
か
い
。
神
に
次
ぐ
天
使
に
は
自
足
の
思
い
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
達
し
え
な
い
天
使
に
嫉
妬
の
思
い
が
宿
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
マ
イ
ケ
ル
と
は

対
等
の
地
位
で
（
六
690
）、
合
戦
も
互
角
に
渡
り
合
っ
た
（
六
262
─
353
）。
そ
の
よ
う
な
高
位
か
ら
、
神
に
最
も
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
て
し
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ま
っ
た
、
ま
さ
に
天
国
と
地
獄
の
距
離
で
あ
る
。
そ
の
落
差
の
最
も
大
き
か
っ
た
天
使
で
あ
る
。
失
っ
た
栄
光
を
嘆
く
独
白
や
、
ア
ダ
ム

へ
の
羨
望
に
身
を
焼
く
姿
は
真
に
迫
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
地
獄
で
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
天
使
た
ち
は
堕
天
使
と
は
い
え
、
ベ

ル
ゼ
バ
ブ
も
モ
ロ
ッ
ク
も
ベ
リ
ア
ル
も
マ
ン
モ
ン
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
な
り
に
名
を
残
し
た
と
い
え
る
。
私
が
興
味
を
も
つ
の
は
、
そ
の

ほ
か
の
無
数
の
無
名
の
天
使
た
ち
で
あ
る
。

無
名

天
使

セ
イ
タ
ン
が
ひ
と
り
地
球
の
偵
察
に
出
か
け
る
こ
と
が
議
決
発
表
さ
れ
る
と
、
セ
イ
タ
ン
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
、
無
名
天
使
た
ち

も
暫
し
の
余
裕
と
休
息
を
え
る
。
地
獄
の
業
火
も
い
く
ら
か
お
さ
ま
り
、
そ
こ
で
の
暮
し
に
も
馴
れ
て
く
る
と
、
先
行
き
に
不
安

が
あ
る
と
は
い
え
、
戦
争
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
て
各
自
そ
れ
ぞ
れ
好
む
が
ま
ま
に
時
を
過
ご
す
。
馬
上
競
技
を
楽
し
む
体
育
会

系
あ
り
、
敗
戦
の
傷
手
を
美
し
い
悲
歌
に
う
た
う
芸
術
会
系
あ
り
、
袋
小
路
の
難
解
な
思
索
に
耽
る
哲
学
者
流
あ
り
、
安
住
の
地
を
求
め

て
辺
境
を
さ
ぐ
る
探
検
家
あ
り
、
お
お
よ
そ
、
こ
う
い
う
場
合
に
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
性
格
の
類
型
が
出
揃
っ
て
い
る
（
二
506
─
628
）。

　
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
こ
う
い
う
無
名
の
天
使
た
ち
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
、
キ
リ
ス
ト
側
の
天
使
た
ち
は
神
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
天
に
お
け
る
名
声
で
満
足
し
て
お
り
、
人
間
か
ら
称
賛
さ
れ
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
、
し
か
し
、
反
乱
軍
の
天
使
た
ち
は
力
に

お
い
て
も
戦
場
の
働
き
に
お
い
て
も
驚
嘆
に
価
し
、
ま
た
名
声
を
求
め
る
熱
意
も
劣
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
神
の
定
め
に
よ
っ
て
天
と

聖
な
る
記
憶
か
ら
抹
消
さ
れ
、
暗
い
忘
却
の
う
ち
に
名
も
な
く
住
ま
わ
さ
れ
て
い
る
、
い
か
に
有
力
な
も
の
も
真
理
と
正
義
か
ら
逸
脱
す

れ
ば
、
称
賛
に
価
せ
ず
、
軽
蔑
と
恥
辱
を
受
け
る
の
だ
、
ま
し
て
虚
栄
心
に
か
ら
れ
て
栄
光
に
憧
れ
、
不
名
誉
な
手
段
を
用
い
て
名
誉
を

求
め
る
、
と
す
れ
ば
、
永
遠
の
沈
黙
が
ふ
さ
わ
し
い
定
め
だ
、
と
（
六
373
─
385
）。

　
こ
れ
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
が
神
か
ら
ア
ダ
ム
へ
遣
わ
さ
れ
た
使
者
と
し
て
、
公
式
に
表
向
き
は
そ
う
言
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
警
告
で
あ
る
。

だ
が
、
実
戦
の
体
験
者
で
、
軍
人
の
階
級
に
お
い
て
は
マ
イ
ケ
ル
や
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
（
六
363
）
な
ら
、
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敵
な
が
ら
天
晴
れ
と
そ
の
武
勇
を
認
め
る
、
嘗
っ
て
の
仲
間
が
天
国
の
記
録
か
ら
完
全
に
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
惻
隠
の
情
を
感
じ
な
か
っ

た
と
は
思
え
な
い
。
現
に
「
か
つ
て
天
上
に
あ
っ
て
栄
光
に
輝
き
完
全
無
欠
で
あ
っ
た
多
く
の
天
使
た
ち
の
破
滅
を
、
悲
し
み
の
心
な
く

し
て
語
り
え
よ
う
か
」（
五
566
─
568
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、『
失
楽
園
』
は
第
六
巻
で
一
つ
の
世
界
が
完
結
し
、
前
半
は
後
半
に
対
し
て
空
間
的
に
は
磁
場
を
、
時
間
的
に
は
予
型
を
提

供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
半
に
お
い
て
は
人
間
が
神
と
悪
魔
の
綱
引
き
の
上
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、
セ
イ
タ
ン
の
堕

落
が
人
間
に
と
っ
て
前
例
と
し
て
よ
き
教
訓
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
セ
イ
タ
ン
と
彼
が
率
い
る
反
乱
軍
の
天
国
か
ら
の
追
放
と
地
獄
へ
の
墜
落
は
、
一
つ
の
審
き
で
は
あ
っ
た
が
、
最
後
の
審
判
で
は
な
い
。

彼
ら
の
最
終
の
運
命
が
ど
う
な
る
か
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
ミ
ル
ト
ン
自
身
が
革
命
に
お
け
る
多
く
の
無
名
戦
士
の
死
を
知
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
償
う
途
が
最
後
に
は
用
意
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。　

　（
続
く
）


